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はしがき 
 

 

 本プロジェクトが発足して間もなく、中国の大気汚染 PM2.5 の健康影響が

大きなニュースになりました。ディーゼル排ガスやタバコの煙にもきわめて小

さな粒子が大量に含まれています。ナノ粒子の健康影響が特に懸念されます。

一方、ナノ物質を有効活用するナノテクノロジーは、今後ますます発展が期待

される分野です。自動車産業やナノテクノロジー産業を発展させ、国民の健康

維持・増進をはかるための基盤をつくるうえで、ナノ物質の健康影響の実態を

明らかにし、機序の解明から防御法の確立へとつなげていくことは、大変重要

な研究課題といえます。 

 

 私たちは学術振興会戦略的創造研究推進事業 CREST の研究（2000～2005

年）を通して、ディーゼル排ガスに含まれるナノサイズの粒子状物質が妊娠し

たマウスから仔に移行することを示唆し、粒子状物質が様々な影響を及ぼすこ

とを明らかにしました。その研究をきっかけに、文部科学省私学助成の学術ロ

ンティア推進事業の支援（2006～2010 年）を得て、ナノテクノロジー基盤材

料のナノ物質が妊娠期の母マウスから仔へ移行することを証明し、調べたほと

んどのナノ物質が仔に何らかの健康影響を及ぼすことを明らかにしました。 

 

 本プロジェクト（2011～2015 年）は上記の研究成果をステップに、学内外

の研究者の協力を得て、研究をさらに深化させ、大きく発展させることを試み

たものです。若手研究者らが中心になり、研究目的に沿って自在の連携研究を

展開し、世界をリードする独創的な研究成果を挙げ得たものと確信いたします。

本研究を通して浮かび上がった新たな課題が、解決される日が遠くないことを

切に願っています。 

 

 センター長 

  武田 健
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トピックス（受賞） 
 

 

1．カーボンブラックナノ粒子が次世代の免疫系に及ぼす影響（梅澤雅和・小川修平ら、2013

年 9 月） 

健康影響を及ぼす大気汚染物質 PM2.5 が社会問題となっていますが、当センターではその

中でもとくに微小なナノ粒子の健康影響に注目しています。梅澤らは、ナノ粒子の妊娠期曝

露が次世代免疫系に及ぼす影響 (Shimizu et al. J Toxicol Sci, in 

press) を明らかにするとともに、微小粒子の健康リスクについて

広く解説するためのアウトリーチ活動を精力的に行っています。

一連の研究成果が認められ、日本薬学会 環境・衛生部会 部会

賞・金原賞を受賞しました（梅澤）。 

 

受賞理由 

 バイオインフォマティクスを活用した網羅的遺伝子発現データの機能的解析手法を確立

し、これを発生・次世代毒性学研究に応用してきたこと。 

 それにより、ナノ粒子の妊娠期曝露が次世代の免疫系に及ぼす影響を「短期間で未知の

毒性も含めて」評価する方法を見出してきたこと。 

 衛生薬学・毒性学研究の成果をより社会で活用可能なものにするリスク・コミュニケー

ション手法を検討し、実践したこと。 

 

 受賞テーマ 

 「網羅的遺伝子発現データの機能的解析手法の確立と発生（次世代）毒性学研究への応用」 

 

 

2．カーボンブラックナノ粒子が次世代の脳神経系に及ぼす影響－ナノマテリアルの鋭敏

かつ定量的影響評価指標の探索（小野田淳人・梅澤雅和ら、2014 年 4 月） 

 

ナノ粒子を妊娠期に気道から投与すると、次世代個体の

脳血管周囲の細胞（血管周囲マクロファージ PVM ならび

にアストロサイト、右図）が鋭敏に反応し顕著な影響が及

ぶこと（次頁、左上図）(Onoda et al. PLoS One 2014)、その

作用の程度がナノ粒子の種類によって異なることが明ら

梅澤 
部会長：鍜冶先生(薬学部)  武田（センター長）

注目した脳血管周囲の細胞群 
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かになりました (Umezawa & Onoda et al. Nova Science Publishers 2015)。この変化には用量依

存性があり（右下図）、人に曝露され得るナノマテリアルの鋭敏かつ定量的な安全性評価指標

になり得ることを明らかにしました。 

 

 

この研究成果は、国際学会 The 7th International Nanotoxicology Congress (Nanotox 

2014) にて Best Poster Award を受賞しました（ポスター発表総数 469 のうち上位 5 演題の

1 つであり、セッション "In vivo"（発表数 83）からの最優秀 1 演題）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．超微小粒子の胎児期曝露に伴う脳血管周辺異常の赤外顕微法による可視化（小野田淳

人・梅澤雅和ら、2015 年 9 月） 

 ナノ粒子の妊娠期での経気道投与によって生じる、次世代個体の脳血管周辺組織における

タンパク質組成の変化を、in situ 赤外スペクトル法とタンパク質二次構造解析を用いること

で明らかにしました。その成果は、環境衛生学分野で注目されているナノ粒子の生体作用に

ついて、新しいバイオイメージング技術を活用して独創性の高い成果を挙げたものと評価さ

れ、第 24 回日本バイオイメージング学会学術大会においてベストイメージング賞（ニコン賞）

が授与されました。なお本成果は、東京理科大学・赤外自由電子レーザー研究センター

（FEL-TUS、築山光一教授・川崎平康研究員）との共同研究により得られました。 

小野田 
(薬学研究科) 
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トピックス（研究活動） 
 

 

1．微小粒子 PM2.5 及びナノ粒子の健康リスクの解説・情報提供（武田健・梅澤雅和ら） 

 

 微小粒子や超微小粒子（ナノ粒子）の健康影響

は、我々すべての人の健康に関わる問題です。こ

れらの微小な粒子が人々の健康に対してどのよう

な影響を及ぼし得るのか、そして、人々がそのリ

スクをどのように回避できるのかについて、本セ

ンターは情報提供や解説するよう努めました。 

 

 フジテレビの取材に応えて情報提供（2013 年 2 月、右上の写真） 

 岩波『科学』編集部からの依頼に応えて論文寄稿 

「母子伝達されるナノ粒子：次世代健康影響を考える」（武田健、2012 年 10 月号） 

「ナノ材料による次世代健康影響とリスク管理への課題」（梅澤雅和、2012 年 10 月号） 

「PM2.5 の健康影響について私たちが注意したいこと」（梅澤・武田、2013 年 4 月号） 

 市民講演会での講演（武田・梅澤、2013 年 2 月 23 日、 

 講演録はこちら→ http://blogs.shiminkagaku.org/shiminkagaku/2013/04/1720134.html） 

（以上 2012 年度、ほか多数。） 

 

 

2．アレルギーに関わる抗体の産生をコントロールする T 細胞の同定（久保允人ら） 

 

 T 細胞はサイトカイン「インターロイキン-4：

IL-4」を産生して、B 細胞に抗体を作らせます。

これまで、IL-4 を産生する T 細胞は「2 型ヘルパ

ーT 細胞：TH2 細胞」とされていました。一方で、

リンパ濾胞に局在する「リンパ濾胞型ヘルパーT

細胞：TFH細胞」の産生する IL-4 が抗体産生に機

能することも指摘され、アレルギーに関わる抗体

産生をコントロールするのは TH2 と TFHのいずれ

かが分かっていませんでした。本研究グループは、TFH 細胞からは IL-4 産生が起こらないマ
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ウスを遺伝子工学的手法にて作成しました。このマウスを使った解析から、IgE 抗体の産生を

コントロールするヘルパーT 細胞は TFH 細胞であり，これまで考えられていた TH2 の関与は

無いことを世界で初めて明らかにしたまし。（Harada Y, Motomura Y, Kubo M et al. Immunity 

36:188-200, 2012） 

 

 

3．アレルギー炎症におけるマスト細胞と好塩基球の役割（久保允人ら） 

 

マウスのマスト細胞または好塩基球を選択的に除去でき

るシステム（Mas-TRECK、Bas-TRECK）などの遺伝子改変

マウスを用いて、ダニ抗原などに含まれるシステインプロ

テアーゼが気道炎症を引き起こすメカニズムを検証しまし

た。その結果、システインプロテアーゼで誘発される肺ナ

チュラルヘルパー（NH）細胞の活性化が、好塩基球から産

生される IL-4 によって制御されることを明らかにしました。

これは、ダニアレルゲンで誘導される喘息が、好塩基球と自然リンパ球（ILC）とのクロスト

ークにより制御されることを示した新規の知見です。（Immunity 2014） 

 

 

4．ATP−ATP 受容体シグナリングを介したナノ粒子曝露細胞での活性酸素産生機構 

  ～ナノシリカ粒子（nSP）曝露による ROS 産生機構の解明～ （小島周二ら） 

 

 多くのナノ粒子は「活性酸素 (ROS) 産生に

よる酸化ストレス」を誘導すると報告されて

いますが、その機構は不明です。本研究では

ナノシリカ粒子 (nSP) を例に取り上げ、

ATP−ATP受容体シグナリングを介したROS産

生機構を明らかにした。マウス腎メサンギウ

ム細胞に粒子径 30、70、及び 300 nm のナノシリカ粒子（各々nSP30、nSP70、nSP300）を曝

露し、ATP−ATP 受容体シグナリングを介した ROS 産生機構を検討しました。その結果、nSP30

と nSP70 により細胞からの有意な ATP 放出、Ca2+の細胞内流入、及び ROS 産生がみられ、

ATP 分解酵素 apyrase 処理によりこれらの現象が抑制されたことから、ナノ粒子による ROS

産生における ATP−ATP 受容体シグナリングの関与が明らかになりました。ヒト皮膚上皮
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HaCaT 細胞でもほぼ同様な結果が得られ、細胞種に依存しないナノ粒子による ROS 産生機構

が推定されました。 

 

5．肝 Kupffer 細胞でのシリカナノ粒子による IL-1β産生機構の解明（小島周二ら） 

 

 LPS 活性化肝クッパー（KUP5）細胞を用いて、粒

径の異なるシリカナノ粒子（SNP-30, 70 及び 300）に

よる IL-1産生を Purinergic signalinng の観点から検討

しました。この結果、３種の SNPs のうち、SNP30 曝

露により顕著な IL-1産生がみられ、本ナノ粒子によ

る KUP5 細胞からの IL-1産生に ATP-P2X7・P2Y6 受

容体シグナリングの関与が明らかになりました。 

 

 

6．日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム 開催  2014 年 9 月 6 日 

 

「PM2.5 とナノ粒子-微小粒子の健康影響とその対策を考える」と題した標記シンポジウム

を企画・開催しました。当研究センターの研究成果を関連する知見とともに発信し、公開討

論を実施し（右）、様々なステークホルダーとの議論を深めました。本シンポジウムを通して

各界や市民から、当研究センターの研究の展開に活用可能な多数の知見や意見を得ることが

できました。（写真：シンポジウムの最後に企画したパネルディスカッション。） 

 ※ 巻末の開催ポスターならびに開催趣旨等もご参照ください。 
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メディアレポート 
 

 

【国内・新聞】 2013 年 8 月 23 日 科学新聞 

 

「ディーゼル排ガス曝露の影響 生育環境により大きく軽減」 
 

論文発表： 
 Yokota S, Hori H, Umezawa M, Kubota N, Niki R, Yanagita S, Takeda K (2013) Gene 
expression changes in the olfactory bulb of mice induced by exposure to diesel exhaust 
are dependent on animal rearing environment. PLoS One 8(8): e70145 
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【国内・新聞】 2013 年 10 月 28 日 朝日新聞 

 

「超微粒子、母体→胎児の脳へ マウス実験、細胞に異常も」 
 

学会発表： 

○ Umezawa M, Shimizu M, Tainaka H, Takeda K: Maternal exposure to titanium dioxide 
nanoparticle affects gene expression in the brain development. 

○ Onoda A, Umezawa M, Takeda K, Ihara T, Sugamata M: Maternal exposure to carbon 
black nanoparticle affects perivascular cells in the brain of offspring. 

○ Tachibana K, Kojima T, Kuroiwa N, Yuasa T, Umezawa M, Takeda K: Effect of prenatal 
exposure to titanium dioxide nanoparticle on miRNA expression in mouse embryo. 

○ Okamoto S, Umezawa M, Shimizu R, Onoda A, Uchiyama M, Watanabe S, Ogawa S, Abe 
R, Takeda K: Effect of treatment of pregnant mice with carbon black nanoparticle on 
the neonatal immune system. 
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【国内・新聞】 2014 年 5 月 2 日 科学新聞 

 

「炭素ナノ粒子が次世代に影響 仔の脳血管周囲細胞に障害」 
 

論文発表： 
 Onoda A, Umezawa M, Takeda K, Ihara T, Sugamata M (2014) Effects of maternal 
exposure to ultrafine carbon black on brain perivascular macrophages and surrounding 
astrocytes in offspring mice. PLoS One 9(4): e94336 
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【国内・新聞】 2014 年 6 月 20 日 科学新聞 

 

「喘息での好塩基球の役割 自然リンパ球を活性化 新たなメカニズム解明」 
 

論文発表： 
 Motomura Y, Morita H, Moro K, Nakae S, Artis D, Endo TA, Kuroki Y, Ohara O, Koyasu S, Kubo M 
(2014) Basophil-derived interleukin-4 controls the function of natural helper cells, a 
member of ILC2s, in lung inflammation. Immunity 40(5): 758-771 
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【国際・オンラインメディア】 
 
 
 

 Global Medical Discovery － Key Scientific Articles 記事（2014 年 6 月 17 日）  

“Effect of aerosol particles generated by ultrasonic humidifiers on the lung in mouse” 
https://globalmedicaldiscovery.com/key-scientific-articles/effect-of-aerosol-particles-generated-b
y-ultrasonic-humidifiers-on-the-lung-in-mouse/ 
 

論文発表： 

Umezawa M, Sekita K, Suzuki K, Kubo-Irie M, Niki R, Ihara T, Sugamata M, Takeda K (2013) 

Particle and Fibre Toxicology 10: 64（タイトルは記事表題と同じ。） 

 
 

 エジプト・ダマンフール (Damanhour) 大学にて Joint Symposium “Nanoscience: Benefits 

and Risks” を開催（2015 年 3 月 10 日）  

エジプト・オンラインニュースメディア － http://www2.el-balad.com/1428784 

 

講演（当センター講師ならびに客員准教授・客員研究員から）： 

Yasser El-Sayed:  
 The Collaborative Research between DMU and TUS Nanoscience and Nanotoxicology 
Masakazu Umezawa:  
 Health Effects of Ultrafine/Nanoparticles on the Next Generation 
Hazem Shaheen:  
 Therapeutic Uses of Silver Nanoparticles 
Masakazu Umezawa:  
 Roundtable discussion – Effective Collaboration for Encouraging Young Scientists 
 (with Abdelrahaman Abourawash, Vice Dean of Fac. Veterinary Med., Damanhour Univ.) 

 
 

 エジプト・ダマンフール (Damanhour) 大学にて Joint Symposium “Environmental Toxicity 

& Mental Health” を開催（2016 年 1 月 13 日）  

エジプト・オンラインニュースメディア － http://www1.el-balad.com/1919231 

 

講演（当センター講師・RA ならびに客員准教授・客員研究員から）： 

Yasser El-Sayed:  
 The Collaborative Research between DMU and TUS – Follow Up 
Shinya Yanagita:  
 Neurotransmitters and Mental Health featuring beneficial effects of physical exercise in the brain 
Masakazu Umezawa:  
 The nasal route as a potential pathway for both environmental particles and drug delivery 
Atsuto Onoda:  
 Brain perivascular macrophage, the sensitive target of nanotoxicology 
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研究プロジェクトに参加した主な研究者 
 

 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

武田 健 
総合研究院・教

授 

ナノ粒子の次世代健康科学、

環境要因、健康影響分子基盤

及び予防に関する研究を推進

し、統括する。 

研究統括、３グループの

研究推進 

矢島博文 
理 学 部 第 一

部・教授 

新規ナノ素材の合成を行い、

それらの物性を明らかにす

る。 

環境要因解析 G、合成、

性状解析 

浜田典昭 理工学部・教授

環境要因物質の物性と作用を

主に計算科学的な手法で明ら

かにする。 

環境要因解析 G、物理学

的解析 

野島 雅 
総合研究院・講

師 

ナノマテリアルなど環境要因

物質の性状を高度分析機器を

駆使し、分析学的に解明する。

環境要因解析 G、機器分

析 

小島周二 薬学部・教授 

ナノ粒子の生体酸化作用の分

子機構を特に ATP シグナル

に注目し、明らかにする。 

健康影響分子基盤解析

G、抗酸化応答解析 

久保允人 
生命医科学研

究所・教授 

アレルギー疾患・呼吸性疾患
の機序解明と制御の基盤研究
を通して、環境要因物質の作
用を解明する。 

健康影響分子基盤解析

G、アレルギー制御 

小川修平 
生命医科学研

究所・助教 

環境要因の免疫に及ぼす影響

と作用の分子機構を解明す

る。 

健康影響分子基盤解析

G、免疫学的解析 

梅澤雅和 
総合研究院・講

師 

ナノ粒子と栄養因子の生体影

響をバイオインフォマティク

ス等を駆使して評価し、さら

にリスクコミュニケーション

手法を確立する。 

健康影響分子基盤解析

G、情報学、３グループ

の連携補助、広報 

市原 学 薬学部・教授 

ナノマテリアルの健康影響を

動物モデルで明らかにしつ

つ、労働衛生の観点からのリ

スク回避策の検証・確立を進

める。 

健康影響分子基盤解析

G、労働衛生学 

曽我公平 
基礎工学部・教

授 

ナノ粒子と他の環境要因・生

体との相互作用を解明 

健康影響分子基盤解析

G、ナノ粒子工学(近赤外

イメージング)を通した

健康影響解析 
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柳田信也 理工学部・講師

運動による健康の増進、脳の

活性化の分子機構を明らかに

する。 

予防法確立 G、脳代謝解

析 

清岡 智 理工学部・教授

運動による生活習慣病改善の

研究を行い、その成果を実践

の場で応用する。 

予防法確立 G、運動によ

る健康増進 

市村志朗 
理工学部・准教

授 

負担の少ない身体活動評価法

を確立し、運動による健康増

進の実態を解明する。 

予防法確立 G、運動療法

小茂田昌代 薬学部・教授 

薬剤師業務の観点からクスリ

と栄養による次世代の健康影

響を明らかにし、健康増進を

はかる。 

予防法確立 G、クスリと

栄養の役割 

田沼靖一 薬学部・教授 

ゲノム創薬研究を通して代謝

を制御し、次世代の疾患の予

防と治療法を確立する。 

予防法確立 G、新規薬剤

の開発 

（共同研究機関

等） 
   

菅又昌雄 
栃木臨床病理

研究所・所長 

ナノマテリアルの次世代健康

影響を電子顕微鏡等を駆使し

て臨床病理学的に明らかにす

る。 

健康影響分子基盤解析

G、齧歯類、霊長類解析

井原智美 
栃木臨床病理

研究所・部長 

ナノマテリアルの次世代健康

影響を電子顕微鏡等を駆使し

て臨床病理学的に明らかにす

る。 

健康影響分子基盤解析

G、齧歯類、霊長類解析

光永総子 

NPO 法人プラ

イメイト・アゴ

ラ・バイオメデ

ィ カ ル 研 究

所・部長 

ナノマテリアルの健康影響を

霊長類の系で明らかにする。

ヒトへの外挿入をはかる。 

健康影響分子基盤解析

G、霊長類解析、人への

外挿 

石見佳子 

医薬基盤・健

康・栄養研究

所・部長 

食品成分による骨代謝等の研

究を通して次世代健康増進に

おける栄養の役割を解明す

る。 

予防法確立 G、発達期の

栄養の役割解析 

李 英姫 
日 本 医 科 大

学・講師 

環境（排ガス微粒子）と肺疾

患に関わる研究を通して、疾

患の分子機構を明らかにし、

予防法、治療法を確立する。

健康影響分子基盤解析

G、慢性肺疾患解析 

立花 研 
日 本 薬 科 大

学・講師 

ナノ粒子の次世代への健康影

響と作用をエピジェネティッ

クスのレベルで解明する。 

健康影響分子基盤解析

G、分子機構、診断法 
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＜研究者の変更状況＞ 
旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノ粒子の次世代への

健康影響と作用をエピ

ジェネティックスのレ

ベルで解明する。 

総合研究機構・助

教 
立花 研 

健康影響分子基盤解析

G、分子機構、診断法 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役

割 

総合研究機構・助教 日本薬科大学・講師 立花 研 

健康影響分子基盤解

析 G、分子機構、診断

法 

 

 

追加 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノ粒子と栄養因子の生体影響

をバイオインフォマティクス等

を駆使して評価し、さらにリスク

コミュニケーション手法を確立

する。 

薬学部・助

教 
梅澤雅和 

健康影響分子基盤解析 G、

情報学、３グループの連携

補助、広報 

（変更の時期：平成 24 年 12 月 1

日） 
   

ナノマテリアルの健康影響を動

物モデルで明らかにしつつ、労働

衛生の観点からのリスク回避策

の検証・確立を進める。 

薬学部・教

授 
市原 学 

健康影響分子基盤解析 G、

労働衛生学 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1

日） 
   

ナノ粒子と他の環境要因・生体と

の相互作用を解明 

基 礎 工 学

部・教授 
曽我公平 

健康影響分子基盤解析 G、

ナノ粒子工学(近赤外イメ

ージング)を通した健康影

響解析 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1

日） 
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辞退 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノマテリアルの健康影響を霊

長類の系で明らかにする。ヒトへ

の外挿入をはかる。 

NPO 法 人

プライメイ

ト ・ ア ゴ

ラ・バイオ

メディカル

研究所・所

長 

中村 伸 
健康影響分子基盤解析 G、

霊長類解析、人への外挿 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1

日） 
   

幼少児の運動による健康の増進、

心の活性化について研究し、教育

的な指導を実践する。 

理工学部・

教授 
丸山克俊 

予防法確立 G、子ともたち

の健康と生活習慣因子の

諸問題 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1

日） 
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環境衛生学研究に資する特殊実験施設紹介 
 

 

 曝露実験棟 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京理科大学薬学部動物室と併用できる位置に設置した曝露実験棟（旧称：ナ

ノ粒子健康科学研究センター実験棟）。下記のディーゼルエンジンや排ガス希釈ト

ンネルを併設し、これを曝露チャンバーに導入することを可能にしたほか、小動

物を飼育管理できるアイソラックチャンバー、小動物の行動を詳細に分析でき運

動生理学研究に適う行動実験室、基礎組織病理解析のための組織切片作製、染色

ならびに観察のための装置を導入した。 
 

 

曝露実験棟内部平面図 
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 ディーゼルエンジン 

 （排ガス発生装置）         排ガス希釈トンネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

曝露チャンバー 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曝露チャンバーは上の装置で調製されるディーゼル排ガスのほか、チャンバー内外

の他の装置から発生する空気ならびにエアロゾル被験物も導入できる仕様にした。こ

のチャンバー内は動物飼育も可能な環境を整えた。これにより、日常生活に身近な空

気環境の模倣と分析、ならびにその環境と健康との関わりについての研究が可能にな

った。 

 

 

 

 

 



20 
 

 

 

 

 これらの実験機器を備えた曝露実験棟では国内外からの視察も受け入れ、関連分野

の研究方針の立案に貢献した。 

 

 

 
 

(http://www.tus.ac.jp/today/archive/20140717155446.html) 
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戦略的環境次世代健康科学研究基盤センターにおける主要な研究機器 
 

 

アイソラックチャンバー 

 
１．形式 アイソラックチャンバー 本研究センター用特注（シナノ製作所製） 
２．設置場所 野田校舎 戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター曝露棟 
３．性能・特徴 

 本設備は、実験動物をクリーンな環境で飼育できる装置で、動物を各種汚染源

から保護し、動物より人間への汚染防止のために扉がついており、排気も HEPA
フィルターを通した上強制排気装置もついている。このため、複数種の実験動物

の同時飼育や、特殊な性状の動物（免疫不全動物）などの飼育に適した環境とな

る。さらに、本研究で行う、生体に与える影響が未知である物質（ナノマテリア

ル等）の全身曝露後に他の動物に影響を与えること無く飼育する環境を用意する

物である。 
 

 

ディーゼル排ガス小動物曝露装置 

 
１．形式 本研究センター用特注装置 （シナノ製作所） 
２．設置場所 野田校舎戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 曝露棟 
３．性能・特徴 

 本装置は、ディーゼル排ガスの生体影響を検討する目的で製作されたもので、デ

ィーゼルエンジンを運転することで発生させた排ガスを、希釈トンネルを用いて希

釈し、マウス、ラット、ウサギ等の小動物に全身曝露を実施するための装置である。

本装置では、粒子状物質濃度を基準とすると、環境基準値を超えた高濃度からそれ

以下の低濃度まで幅広い濃度の曝露に対応できる。さらに、曝露チャンバーは 4 基

あり、それぞれ異なった濃度の曝露にも対応することが可能となっている。また、

マウスで換算すると、個別ケージ飼育の場合、同時に 80 匹（各チャンバー20 匹）

の曝露が可能である。なお、対照群用チャンバーとして別に1基が準備されている。

このような曝露施設を持つ大学は国内では他になく、学内外の研究者による施設の

活用が期待される。 
 

 

ティシューテッククライオ３ 

 
１．形式 ティシューテッククライオ３ CRYO3 ベーシックタイプルーチン用 
        （サクラファインテックジャパン製） 
２．設置場所 野田校舎 戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター実験室 
３．性能・特徴 

 凍結組織切片作製装置。-10℃〜-40℃程度の低温度下でミクロトームによる薄切

を可能にする機械。凍結切片作製では、パラフィン切片作製時に必要な有機溶剤

や加熱等の処理がないので、細胞内のタンパク質・脂質・可溶性抗原物質等の流

出や失活かがなく、迅速に診断ができ、電子顕微鏡レベルでの局在確認も可能で

ある。 
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ハンディーレーザーパーティクルカウンター 

 
１．形式 Model8220 (TSI) 
２．設置場所 野田校舎戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 曝露棟 
３．性能・特徴 

 本装置は、軽量かつハンディタイプの粒子計測器であり、JIS 基準に準拠した機

器である。AC 電源またはバッテリで作動する。2.83LPM の流量を有し、粒径範囲

(6 段階)のユー ザ設定が可能である。また、10 万データが保存可能であり、付属の

ソフトウェア(TRAKPRO)で解析可能である。操作はタッチパネル式により容易で

あり、クリーンルーム点検、室内環境研究、曝露研究、室内モニタリング、フィル

ターテスト、粒子移動研究に適している。 
 

 

環境・排ガス測定装置 

 
１．形式 NOｘ（NO、NO2）測定装置 MODEL42i （サーモエレクトロ社） 
  CO ガス測定装置 MODEL48i （サーモエレクトロ社） 
  SO2 ガス測定装置 MODEL43i TLE（サーモエレクトロ社） 
２．設置場所 野田校舎戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 曝露棟 
３．性能・特徴 

 ディーゼル排ガス曝露チャンバー内のガス状成分を測定するために、生体に影響

を与える主要なガス成分を測定する装置である。NOｘ測定装置はサンプルガスに

オゾンを添加し、化学発光法にしたがい発光量を測定するものである。吸収液の交

換や廃液処理がいらず、なおかつ干渉ガスの影響が少ない等の特徴がある。CO 測

定装置は非分散赤外線法を用い、超高感度、高性能なガス濃度計である。SO２測定

装置はサンプルガスに光を当て蛍光量を測定する紫外線蛍光法の原理を用いてい

る。吸収液の交換や廃液処理がいらず、なおかつ干渉ガスの影響が少ない 
 

 

デジタルマイクロスコープ 

 
１．形式 VHX-1000 (キーエンス社) 
２．設置場所 野田校舎 3 号館 4 階 総合研究機構実験室 
３．性能・特徴 

 本装置は、動画ハイダイナミックレンジ機能、オートアジャスト機能、手ブレ

補正機能を有するマイクロスコープである。二次イオン質量分析法による解析に

おいて定量性を議論するためには二次イオン質量分析後に生じたスパッタ痕を正

確に行う必要がある。本装置は上記の特徴から、三次元構造の再現の確からしさ

という点で非常に優れていることから、解析に不可欠な機器である。 
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筋酸素飽和度測定装置 

 
１．形式 運動負荷モニター（アステム社） 
２．設置場所 森戸記念体育館アスレチックルーム 
３．性能・特徴 

 本装置は、骨格筋内の筋酸素飽和度を測定する目的で購入したもので、近赤外

空間分解分光法を用いた測定を行うことが可能である。酸素飽和度を非侵襲的に

計測することが可能であることに加え、ポータブルでテレメトリ式（遠隔操作が

可能）であることが大きな特徴である。 
 

 

呼気ガス代謝モニター 

 
１．形式 メータマックス 3B (ドイツ コールテックス社) 
２．設置場所 森戸記念体育館アスレチックルーム 
３．性能・特徴 

 本装置は、呼気ガスの分析を行う目的で購入した機器である。体に装着するこ

とで移動しながら呼気ガス代謝をモニタリングできることが大きな特徴であり、

移動しながらの測定や、フィールド調査等が可能である。大気環境をはじめとし

た様々な環境要因と生理的指標の関連性を調べる上ではフィールドでの調査が必

要不可欠であり、本装置はこのような調査に欠かせないツールである。 
 

 

凍結ブロック作製装置 

 
１．形式 ヒストテックピノ PINO-600 （サクラファインテックジャパン） 
２．設置場所 野田校舎戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 曝露棟 
３．性能・特徴 

 コンパクトサイズの超低温冷凍装置。凍結組織切片作製用試料凍結時にドライ

アイスや液体窒素を準備する必要がなく、安定した凍結標本作製が可能となる。 
 

 

バイオアナライザ 
 

１．形式 Agilent 2100 バイオアナライザ （アジレント・テクノロジー） 
２．設置場所 野田校舎戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 実験室 
３．性能・特徴 

 本装置は、RNA サンプルの品質分析において、ゲル電気泳動に代わる業界標準

となっている。また、DNA 断片分析においてもアガロースケゲル電気泳動に、タ

ンパク質サンプル分析については SDS-PAGE に取って代わりつつある。本装置の

ユニークな点は、電気泳動分離に加えて、細胞の蛍光パラメータを分析するフロ

ーサイトメトリー分析にも対応しているところであり、この用途の広さにより、

Agilent 2100 バイオアナライザは分子生物学者や生化学者にとって欠くことので

きないツールとなっている。 
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研 究 成 果 報 告 
 

研究の概要 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画 

近年、人々を取り巻く社会環境や生活環境の変化に伴い、健康に悪影響を及ぼす新たな要

因が出てきていた。特に環境要因が子どもの成長・発達にもたらす影響は、国内外で議論さ

れている問題であった。実際に環境省では、胎児期から小児期に曝される環境因子が子ども

の健康に及ぼす影響の解明を目的として、全国的な疫学調査（エコチル調査、15 年間）を平

成 22 年度から実施している。 

 

一方で本プロジェクトの研究代表者らは、先に（独）科学技術振興機構戦略的創造研究推

進事業 CREST (2001～2005) において、ディーゼル排ガスに含まれる超微小粒子が母マウス

から胎仔に移行することと、それが出生後の仔の脳神経系・生殖系という高度な生体内シス

テムに影響を及ぼす可能性を示唆する結果を得た。次いで、文部科学省私学研究助成事業学

術フロンティア「ナノ粒子健康科学研究センター」(2006～2010) において、環境中に放出さ

れたナノ粒子やナノテクノロジーの基盤材料として生産されるナノマテリアルが、妊娠中の

母体から仔に移行して様々な健康影響を及ぼすことを動物実験系により明らかにした。これ

を踏まえ本プロジェクトは、大気環境中のナノ粒子をはじめとする環境要因が次世代個体の

種々の器官や生体調節系に及ぼす影響を調べ、次世代の子どもが健康に生活できる社会を築

く上で有用な知見を集積し、活用していくことを目的として推進した。研究の目的は特に、

（１）ナノ粒子（ナノマテリアル）が次世代の健康に及ぼす影響を明らかにすること、（２）

そのナノマテリアルの性状をはじめとする環境要因を分析すること、および（３）運動や栄

養が子どもの健康や発達に及ぼす影響を解明することとした。 

 

この研究を遂行するために、本プロジェクトでは薬学・工学をはじめとする専攻分野の異

なる研究者や、以前からの共同研究で実績を挙げた臨床医学や病理学研究者が参集し、連携

して研究を進めた。特に、ナノマテリアルの健康科学という基礎的学問（ナノスケールの物

性学、化学、分析学、毒性学、病理学、分子生物学）と新たな視点からの次世代健康科学（免

疫学、栄養学、運動学、薬学、医学）の学問的融合を促し、研究を進めた。これを実現する

過程で、当センターは、総合理工系大学としての東京理科大学の特徴を活かした新しい境界・

複合領域の学問の発展と若手研究者の育成を目指した。 

 

（２）研究組織 

研究代表者の役割： 研究代表者（武田）はセンターを統括（管理運営、研究推進）し、

センター代表者として定期的に東京理科大学総合研究機構（院）運営委員会に出席した。ま

た、総合研究機構（院）発表会に出席し、代表としてセンター研究トピックスを紹介した。

さらに、総合研究機構（院）年報に年間の活動実績を報告した。 
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役割分担および責任体制： センターは研究課題別に環境要因解析グループ、健康影響・

分子基盤解析グループ、予防法確立グループの 3 つのグループから構成した。センター長、3

名のグループ長、3 名の副グループ長により運営委員会を組織し、主としてセンター長の発

案・リードで人事、予算、運営業務を行った。班員全員が出席するセンター総会で予算、決

算を審議し、全員が研究発表を行いながら、研究の方向性、相互の連携、共同研究計画を検

討した（図１参照）。 

 

本プロジェクトに参加している研究者の人数 

参加研究者数： ２１名、 他に１３名の研究協力者（技術員、客員研究員等） 

 

大学院生・ＰＤ・ＲＡの人数、活用状況 

PD： ５名、 RA： ３名、 大学院生： ９０名、 学部学生： ５０名 

 

研究チーム間の連携状況・研究支援体制： 3 名のグループ長がグループ内の研究に関す

る責任を負うと同時に、代表のセンター長が３つのグループを統合し、全体の連携、共同研

究を推進した（図１参照）。本センターの特徴の１つとして、理工学部教養体育研究室の教員

全員が参加し、次世代健康科学の研究の運動面からの科学的検証を進めたことがある。これ

により、センターの他の班員との密接な研究連携を促しただけでなく、幼少時健康教育や中

高年のための生活習慣病予防活動など、実践的な社会貢献を積極的に行った。 

 

共同研究機関等との連携状況： 本プロジェクトから得られる成果を実社会で活用および

実装することを目的として、企業との共同研究（項目１４：その他の研究成果等を参照）、な

らびにリスクコミュニケーションに関して他大学との共同研究を推進した。 
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（３）研究施設・設備等 

研究施設： 学内の班員はそれぞれ研究室（120～150m2）を所有していた他、当センター

の実験室として東京理科大学野田キャンパス内の曝露実験棟（200m2）ならびに実験室（110m2）

を使用した。 

 

研究施設・装置の整備状況： 2007 年にナノ粒子を含む浮遊粒子状物質の健康影響を研究

するために、わが国の大学では唯一のディーゼル排ガス曝露装置を、私学助成学術フロンテ

ィア推進事業（ナノ粒子健康科学研究センター）で設置した。曝露実験棟内には排ガス成分

の解析装置、動物処置施設、組織固定・染色・観察施設を準備した。また、センター班員は

各々が管理する研究機器・装置も活用した。 

 

主な研究装置、設備の名称： 曝露実験棟内にディーゼル排ガス曝露後の動物を近接した

場所で長期間飼育する動物施設が必要であったため、本センター発足にあたり、特注のアイ

ソラックチャンバーを設置した。本設備は実験動物を各種汚染源から保護し、HEPA フィル

ターを通した強制排気装置を有するものとしたため、複数種の実験動物の同時飼育や特殊な

性状の動物を飼育することが可能となった。曝露チャンバーは、加湿器や空気清浄機等から

放出されるナノ粒子の健康影響に関する研究にも活用した。 

 

設備の利用状況（利用時間数）： 設置したアイソラックチャンバーはマウス 90 ケージ、

ラット 56 ケージ分のスペースがある。1 日 24 時間、1 年間連続で運転した（１週間あたり

168 時間利用）。約 20 名の研究者が使用しており、ケージの稼働率は年間では 30～80％であ

った。 

 

 

（４）研究成果の概要  

※下記、研究発表の状況に対応する成果には下線及び＊を付した。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 ナノ粒子の出生前曝露が中枢神経系の発達に及ぼす影響の発現機序を解明した。 

とくに、ナノ粒子曝露の次世代影響について感受性高い定量的指標を見出した。

その指標は、加齢ならびに異常タンパク質蓄積の関わる中枢神経系疾患の病態と

酷似する所見に直接的に関わるものであった。 

 ナノ粒子の発達毒性が最終表現型（行動）に及ぼす影響を明らかにした。 

 ナノ粒子の発達神経毒性において non-human primate model での検証を行い、ヘモ

グロビン遺伝子発現の顕著な亢進（新生児脳）を見出した。 

 ナノ粒子の出生前曝露が次世代免疫系ならびに雄性生殖系に及ぼす影響を検証し

た。 

 シリカナノ粒子曝露による活性酸素種産生機構を解明した。 
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 環境と健康との関係に密接に関連するアレルギーの発症メカニズムついて、抗体

産生をコントロールする T 細胞を同定した。 

 高脂肪食摂取の継世代的影響を解明した。 

その中には、難治性である非アルコール性脂肪性肝疾患について、衛生学的観点

から新規の治療・予防標的候補を示唆する結果が含まれていた。 

 PM2.5 曝露により肝臓に生じる影響が、脂質摂取の偏り（n-3 系多価不飽和脂肪酸

欠乏）により顕著に増大することを明らかにした。 

 以上の研究において、組織病理学的解析とバイオインフォマティクスを二本柱に

据え、これらを発生・次世代毒性学研究に応用する好例を示した。 
 

 以上、本プロジェクトでは目的・計画に挙げた、（１）ナノ粒子（ナノマテリアル）が次世

代の健康に及ぼす影響解明を、分子メカニズムから行動に至るまで包括的に達成した。さら

に、（２）ナノマテリアルの性状をはじめとする環境要因を分析しながら、（３）他の交絡要

因となる運動や栄養が子どもの健康や発達に及ぼす影響ならびに相互作用の解明を達成した。

あわせて、種々の環境要因の次世代影響について得られた知見を社会に還元すべく、リスク・

コミュニケーションの手法研究と実践を行った（後述）。論文発表と並行し、関連する社会問

題の解説を最新の研究成果を交え、講演やメディアを通して行うよう努め、これを達成した。 

 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響の発現機序に迫る 

特に汎用性の高いナノ粒子の胎児期曝露が、次世代の中枢神経系に及ぼす影響についての

研究を進めた。以前に、妊娠マウスに投与した二酸化チタンナノ粒子が次世代の脳に移行し、

出生後も青年期以降にまで蓄積すること、ならびにこの次世代の脳の前頭皮質及び線条体に

おけるドーパミン及びその代謝物量を増加させることを示した（2013 年日本毒性学会ファイ

ザー賞受賞）。 

 

 特に、大気環境中の超微小粒子のモデルとしても用いたカーボンブラックナノ粒子の研究

では、PAS 染色で捉えられる脳血管周囲マクロファージの変化により、ナノ粒子の次世代中

枢神経系への影響を定量的に評価できることを示した(*1,2)。この細胞は睡眠時の脳実質内老廃

物排出に重要な役割を担っているだけでなく、神経変性疾患の病態形成に重要なアミロイド

βタンパク質の排出にも関わっていることが報告されており、その表現型が出生前ナノ粒子

曝露に顕著にかつ慢性的に変化することは、ナノ粒子の発達神経毒性の対処（治療）ならび

に予防に向けて重要な知見である(*3)。本研究成果は、ナノ粒子の毒性に関する国際会議 

Nanotoxicology 2014 での Best Poster Award、ならびに日本薬学会年会優秀発表賞を受賞した

（小野田・梅澤・菅又ら、2014 年 4 月）。さらに、この脳血管周囲マクロファージに隣接す

るアストロサイトも出生前ナノ粒子曝露に対して鋭敏に反応し、加齢個体ならびに異常タン

パク質の蓄積を伴う脳神経系疾患の所見に酷似する所見が生じていた。あわせて一連の研究
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から、ナノマテリアルの定量的安全性評価指標を示した。これは、環境衛生学分野で現在注

目されている、ナノ粒子の生体作用に関して重要な知見であると評価されている。 

 

また、ナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガスの妊娠期曝露により、次世代中枢神経系の

大脳皮質に生じる細胞分化への影響を明らかにした。あわせて、同様の曝露による影響をエ

ピジェネティックに解析した結果では、脳組織において DNA メチル化状態の低下する領域が

多く認められ、その標的には receptor activity や DNA binding に関連する遺伝子が濃縮されて

いる可能性が示された(*4)。 

 

さらに、二酸化チタンの胎児期曝露群における次世代の脳において、ドーパミンに対する

ドーパミン受容体の応答性には変化がないことを示した。一方で、二酸化チタンの胎児期曝

露を受けた次世代の脳において、中脳ドーパミン神経系に密接に関わる脳領域機能に関わる

遺伝子群が新生児期から発現変動することを示した(*5)（立花研ら、Nanotoxicology 2012 Best 

Poster Award、2012 年 9 月）。化粧品に汎用される酸化亜鉛ナノ粒子についても妊娠期曝露に

より次世代脳内のモノアミン及びその代謝物に生じる影響を解析した(*6)。その結果、酸化亜

鉛ナノ粒子の胎児期曝露を受けたマウスの複数の脳領域において、ドーパミン、セロトニン

の代謝物量や代謝回転の有意な増加が認められた。この変化について、二酸化チタンナノ粒

子の妊娠期曝露による影響とは相違点もあることが明らかになった。二酸化チタンナノ粒子

の妊娠期曝露による影響については、胎仔及び出生仔血液中の小分子 RNA（miRNA）の変動

プロファイルを解析した。その結果、次世代免疫系及び雄性生殖系への影響と相関すると考

えられる血中の変化が捉えられつつある(*7)。 

 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響 – Phenotype（行動）に及ぶ影響の同定 

PM2.5 の主成分の一つでありナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガス微粒子の発達神経毒

性について、妊娠期皮下投与モデルで出生児の海馬の NMDA（N-methyl-D-aspartate）受容体

の発現低下と空間学習記憶（水迷路試験）の低下が認められたほか(*8)、ディーゼル排ガスの

妊娠期吸入曝露実験によって、出生児に運動協調性の低下を生じることを明らかにした(*9)。 

 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響 – サル（non-human primate model）で

の検証 

ナノ粒子の出生前曝露が中枢神経系の発達に及ぼす影響について、ヒトへの外挿性の高い

知見を得るためにサル（non-human primate model）での検証を行った。ナノ粒子胎児期曝露が

新生児脳のヘモグロビン遺伝子発現を顕著に亢進させることが明らかになり、これがナノ粒

子の発達神経毒性に寄与する可能性が示唆された(*10)。 
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ナノ粒子が次世代免疫系ならびに雄性生殖系にに及ぼす影響 

妊娠マウスに対するカーボンブラックナノ粒子の水中高分散・低用量経気道投与は、出生

児の免疫系に対し細胞表現型では特に脾臓リンパ球に影響を及ぼすことが明らかになった。

当該粒子の妊娠前～中期投与は脾臓 T 細胞を減少させた(*11) 一方で、妊娠中～後期投与は脾

臓 T 細胞を増加させた(*12)。これは、種々のナノ粒子の妊娠後期曝露が産児のアレルゲン感受

性を亢進させるという先行研究の知見を、脾臓リンパ球の immunophenotype の観点から裏付

け、そのメカニズムを示した知見である。 

 

最後に、殺菌効果などが謳われ汎用されている銀ナノ粒子の妊娠期投与（飲水経口投与）

の影響については、2 週間で合計 10 µg/body の投与では、次世代生殖系に顕著な影響が生じ

ないことが明らかになった。一方で、二酸化チタンについては妊娠マウス 1 匹あたり 0.5 µg

（ヒト換算で 0.5～1 mg／人）という体用量（高分散性）で、その妊娠期投与による影響が次

世代生殖系に生じることが明らかになった(*13)。成果には、ナノ粒子の次世代影響の影響評価

指標として有用なものが複数含まれていた。 

 

 

ナノシリカ粒子（nSP）曝露による ROS 産生機構の解明（小島周二ら） 

多くのナノ粒子は「活性酸素 (ROS) 産生による酸化ストレス」を誘導すると報告されてい

るが、その機構は不明であった。本研究ではナノシリカ粒子を用いて、ナノ粒子による ROS

産生における ATP−ATP 受容体シグナリングの関与を明らかにした。この結果はマウス腎メサ

ンギウム細胞ならびにヒト皮膚上皮 HaCaT 細胞の双方で同様であり、細胞種に依存しないナ

ノ粒子による ROS 産生機構が推定された(*14,15)。ATP-ATP 受容体シグナリングの炎症誘導（特

に IL-�産生）機序への寄与は、マクロファージ(*16)、樹状細胞(*17) についても示された。 

さらに、LPS 活性化肝クッパー（KUP5）細胞を用いて、粒径の異なるシリカナノ粒子（SNP-30, 

70 及び 300）による IL-1�産生を Purinergic signalinng の観点から検討した。この結果、３種

の SNPs のうち、SNP30 曝露により顕著な IL-1�産生がみられ、本ナノ粒子による KUP5 細胞

からの IL-1�産生に ATP-P2X7・P2Y6 受容体シグナリングの関与が明らかになった(*18)。 

 

 

アレルギーに関わる抗体の産生をコントロールする T 細胞の同定（久保允人ら） 

環境と健康との関係に密接に関連するアレルギーの発症メカニズムついて、抗体産生をコ

ントロールするのは TH2（2 型ヘルパーT 細胞）と TFH（リンパ濾胞型ヘルパーT 細胞）のい

ずれかが分かっていなかった。本研究グループは、TFH 細胞からは IL-4 産生が起こらないマ

ウスを遺伝子工学的手法にて作成した。このマウスを使った解析から、IgE 抗体の産生をコン

トロールするヘルパーT 細胞は TFH 細胞であり、これまで考えられていた TH2 の関与は無い

ことを初めて明らかにした(*19)。 

さらに、システインプロテアーゼ（ダニ抗原などに含まれる）で誘発されるナチュラルヘ

ルパー（NH）細胞の活性化が、好塩基球から産生される IL-4 によって制御されることを明ら

かにし、喘息発症における好塩基球と自然リンパ球（ILC）とのクロストークを示した(*20-22)。 
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高脂肪食摂取の継世代的影響の解明 

妊娠前の脂質過剰摂取が出生児の肝臓脂質代謝・遺伝子発現パターンに及ぼす影響を明ら

かにした。これは肝臓の生理病理学的（非アルコール性脂肪性肝疾患に類似）な所見の一部

が胎児期だけでなく、それ以前（妊娠前の親）の食習慣も反映することを示した研究成果で

ある(*23,24)。今後さらに、妊娠前・妊娠期の環境要因（生活環境、栄養、運動習慣）による次

世代影響の視点に立脚した研究が進められることにより、難治性疾患に対して衛生学的観点

から新規の治療・予防標的が見出されることが期待される。研究から得られる知見の医療や

教育の現場での有効活用が今後の課題である。 

出生前の親の栄養摂取が次世代の健康に及ぼす影響解明の一貫として、大豆イソフラボン

の一つであるダイゼインを胎仔期から乳仔期まで投与した結果、次世代の仔の骨形成を抑制

する可能性が示された。一方で、この投与を成長期まで継続させると、仔の骨密度が回復す

ることが示された(*25-30)。 

 

PM2.5 曝露による生体影響に対する n-3 系多価不飽和脂肪酸欠乏の相乗作用解明 

実験動物（マウス）の肝臓に対する PM2.5（ナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガス、カ

ーボンブラックナノ粒子）曝露の影響が、n-3 系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取した個体では

顕著に増大することを明らかにした。PM2.5・ナノ粒子曝露に対する生体防御機構における

n-3 系多価不飽和脂肪酸の役割が示された。PM2.5 の疫学については日米間で結果に相違があ

り、それは食生活や疾病構造の違いから起こっていると考えられているが、本研究の結果は

その違いが生じるメカニズム解明につながる端緒を捉えていると考えられる。 

 

運動に関わる生理学・病理学・実践研究と測定手法の確立 

様々な運動条件（種類、強度、肥満、加齢）が運動時の脳内神経機構に及ぼす影響ならび

に疲労状態やホルモン異常との相互作用を、神経科学的手法及び分子生物学的手法を用いて

動物モデルにて明らかにした(*31-34)。さらに、中高齢者の健康維持・増進を目的とし、地域住

民に呼びかけ健康寿命延伸活動を展開した。その中で、軽運動及び運動処方指導を身体組成

や骨密度、動脈硬化指数などの健康度測定とともに実施した。その結果、住民の身体的機能

だけでなく心理・社会的機能も含めた健康の維持・増進に効果が表れた。さらに、教育現場

での運動の実践研究とあわせて、青少年の運動教育を啓発を目指した著書も出版した(*35-37)。 

 

バイオインフォマティクスの発生・次世代毒性学研究への応用（梅澤雅和ら） 

本プロジェクトでは、ナノ粒子の妊娠期曝露が次世代の免疫系に及ぼす影響を「短期間で

未知の毒性も含めて」評価する手法の開発を進めた。これを打開するために本プロジェクト

では、環境要因による生体作用を遺伝子発現レベルで網羅的かつ機能的に捉えられる方法を

開発し、活用した。 

 

具体的には、遺伝子機能を分類可能な用語により遺伝子を分類し、被検条件下で発現変動

した遺伝子の機能的偏りを明らかにし、活用する手法を開発した(*38,39)。本法によりナノ粒子

による次世代免疫系への影響を解析した結果、カーボンブラックによる次世代免疫系（胸腺
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T リンパ球の分化）への影響で重要な役割を担い得る転写因子（NF1、GFI1）を見出した。

この研究成果は、その独創性と発展性が認められ、日本薬学会 環境・衛生部会の部会賞・金

原賞を受賞した（梅澤雅和ら、2013 年 9 月）。また、超音波式加湿器から放出される微小粒

子による生体影響を検証した。超音波式加湿器を水道水で運転すると、水中のミネラルから

構成される微粒子が飛散するが、通常運転程度の曝露量であれば肺胞マクロファージなど呼

吸器の防御機構が働き、野生型マウスにおいて慢性影響は生じなかった。これは、生活に身

近な製品からの微小粒子発生とそのリスク管理に重要な知見をもたらす研究成果であった
(*40)。 

 

ナノ材料の物性分析法の開発（環境要因解析グループ） 

矢島（環境要因解析グループ長）を中心に相互に連携しながら、環境物質（主にナノマテ

リアル）の性状・物性解析・機器分析技術の研究を進めた。具体的には、以下の開発研究に

高い達成度を得た。まず生体内で検出でき得る超音波造影ナノバブルを調製し、高い分散安

定性と低い細胞毒性を確認した(*41)。また、従来は原理的に不可能であった有機材料の深さ方

向の分析を可能とする、ダイナミック二次イオン質量分析法 (SIMS) の開発を進めた(*42)。 

 

 

＜課題となった点＞ 

 

問題点＝発表方法の難しさ  

多くの人が曝され得る環境要因による次世代健康影響は、研究結果をすぐに発表しづらい

場合が少なくなかった。それは、ヒトに対する健康影響が顕在化しにくい上、対象としてい

る素材が産業と密接な関わりがあるためである。例えばナノ粒子に関してはディーゼル排ガ

スが自動車産業、酸化チタンナノ粒子が化粧品産業、カーボンブラックナノ粒子がコピー機・

印刷業と関わりがあり、発表内容が産業の発展に影響することが生じ得た。さらに、ヒトへ

の影響のうち特に次世代・子どもへの影響は過敏に受け止められることも少なくなく、研究

発表による過度な社会的影響が懸念になることもあった。 

 

克服法  

１）環境リスクの問題を様々な人や社会にどのように伝えるかという「リスクコミュニケ

ーション」の研究を進めた。本プロジェクトの梅澤らが、外部の専門家と共同で研究を進め

た。 

２）現在進めている霊長類（サル）の実験系は、ヒトへの外挿が可能な格好のモデルであ

った。これにより、ナノ粒子のヒトへの影響を明らかにした。 

３）次世代のヒトへの影響は、最終的には疫学調査による証明が必要であった。本プロジ

ェクトの研究から得られた結果を基に、センター外の疫学研究者との連携を始めた。 
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＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

年度毎にメンバーが集まり研究報告会を行い、費用対効果を評価し、次年度の研究課題の

設定ならびに資源の配分に反映させた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

環境要因による生体影響の研究に精通した小林隆弘氏（環境省プログラムオフィサー、前

東京工業大学特任教授・国立環境研究所上席主任研究員）ならびに黒田洋一郎氏（環境脳神

経科学情報センター・代表、首都大学東京・大学院人間健康科学研究科客員教授）により、

関連分野・業界の国際的状況を踏まえた評価を受けた。また、リスク・コミュニケーション

の専門家である難波美帆氏（北海道大学＝当時）ならびに科学的知見の社会実装に実績のあ

る上田昌文氏（NPO 法人市民科学研究室・代表）により、本プロジェクト成果の社会への活

用の可能性の観点からも評価を受けた。当プロジェクトの計画ならびに進捗について、東京

理科大学 研究推進機構 総合研究院におけるアドバイザリー委員会（2014 年 9 月 24 日）な

らびに総合研究評価委員会（2015 年 7 月 13 日）において第三者評価委員を交えて評価を受

けた。ここで客観的な審査を受け高い評価を受けたとともに、評価者からの研究プロジェク

トの独立性を保ちつつ、受けた意見をプロジェクトの方針策定ならびに研究成果の解釈に反

映させた。 

 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

ナノメディシンならびに脳神経系疾患の診断・予防・治療の観点と、新規テクノロジー・

マテリアルの安全・持続可能性のデザインを指向した国際研究拠点の基盤が築かれつつある。

特に、脳神経疾患や若年性の生活習慣病発症に対する環境要因の寄与の可能性と、その病理・

分子的基盤が示された本プロジェクトの成果を発展させていく。 

 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 

研究者の懸念に応えるリスク・コミュニケーション手法の開発 

本プロジェクトの最終目的は、環境リスクの問題を様々な人や社会にどのように伝えるか

という「リスク・コミュニケーション」の課題解決なしには達成できなかった。リスク・コ

ミュニケーションの重要性は、2011 年の震災・原発事故以降に大きく取り上げられ、指摘さ

れているものでもあった。一方で、情報の受け手のメリットに焦点を置いたコミュニケーシ

ョンの研究が進みながら、研究者や情報提供者の懸念に応えるコミュニケーション手法の研

究が進んでいなかった。そこで、本プロジェクトではコミュニケーション手法の専門家であ

る難波美帆氏（早稲田大学大学院政治学研究科、現・北海道大学）との共同研究により、研

究者・情報提供者の懸念に応えるリスク・コミュニケーション手法の開発（形式知化）を進

めた(*43-45)。その成果はリスク・コミュニケーションパターン集としてオンラインで公開され

ている(*46)。 
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リスク・コミュニケーションの研究と実践 

環境要因が健康にもたらすリスク情報についてのコミュニケーションを研究し、実践した。

具体的には、学術論文以外にも幅広い読者を想定した『科学』（岩波書店）や子どもの健康増

進をテーマに掲げる『子どものからだと心・連絡会議』刊行の白書への寄稿(*47-49)、ならびに

市民講演会での登壇ならびに討論の実践を行った(*50)。その内容は「科学データをしっかり踏

まえて論理的に筋の通ったものの見方を貫き」ながら「公衆衛生学的な観点から広く物事を

捉え」ているという高い評価を受けた。 

 

さらに、2013 年初めから報道でも大きく取り上げられている PM2.5（大気中の微小粒子状

物質）の健康影響についても、国民一人一人がどのようにそのリスクを回避できるかという

視点から情報を発信し、国民ならびにメディアの要請に応えるよう努めた。 
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能、第64回日本アレルギー学会学術大会、グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール、

東京、2015年5月28日  

495. Tsukimoto M, Nishino K, Tanamachi K, Nishimaki N & Kojima S. A role of P2 receptors in 
radiation-induced DNA damage response. The 15th International Congress of Radiation Research 

(ICRR 2015, Kyoto), 2015年5月 25日～5月29日 

496. Ohtsuka S, Ogawa S, Abe R. MEK/ERK signaling pathway has differential effects on effector T cell 
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clonal expansion depended on the strength of antigenic stimulation. 25th Kyoto T Cell Conference, 
May 15-16, 2015 

497. Wakamatsu E, Omori H, Akieda Y, Ogawa S, Abe R. Role of CD28 co-stimulation in the homeostasis 
of peripherally derived regulatory T cells. 25th Kyoto T Cell Conference, May 15-16, 2015 

498. 久保允人、特別講演「アレルギー性気道炎症における自然免疫細胞」、SCIENCE in Shinagawa、 

ガーデンシティ品川 東京、2015年4月18日 

499. Sahoko Ichihara, Yuka Suzuki, Saeko Tada-Oikawa, Kiyora Izuoka, Cai Zong, Gaku Ichihara、

Single-wall or double-wall carbon nanotubes induce atherosclerosis progression in animal and 

culture models of atherosclerosis、SENN2015 Congress、Helsinki, Finland、2015年4月 

500. 中村仁幸、El-Ghoneimy Ashraf A、新海雄介、Shaheen Hazem ME、小野田淳人、武田健、梅澤

雅和、N-3系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスに対するディーゼル排ガス曝露の影響、

日本薬学会第135年会、神戸、2015年3月26日 ～3月28日 

501. 福田紗希、田畑真佐子、萩原伸、吉川洋一郎、二木力夫、武田健、梅澤雅和、銀ナノ粒子経

口曝露による高脂肪食摂取マウス肝臓への影響、日本薬学会第135年会、神戸、2015年3月26

日 ～3月28日 

502. 梅澤雅和、El-Sayed Yasser S、小野田淳人、清水隆平、武田健、妊娠中期及び後期におけるカ

ーボンブラックナノ粒子の経気道曝露が次世代免疫系に及ぼす影響、日本薬学会第135年会、

神戸、2015年3月26日 ～3月28日 

503. 小野田淳人、Shaheen Hazem ME、中村仁幸、新海雄介、El-Ghoneimy Ashraf A、武田健、梅澤

雅和、ディーゼル排ガスの低用量曝露が呼吸器系の酸化ストレス応答とセラミド代謝に及ぼ

す影響、日本薬学会第135年会、神戸、2015年3月26日 ～3月28日 

504. Sugamata M, Ihara T, Umezawa M, Takeda K. Maternal exposure to diesel exhaust nanoparticles 
enhances the risk of Alzheimer’s disease by promote beta-amyloid fibrillation in offspring. 12th 
International Conference on Alzheimer's and Parkinson's Diseases. 12th International Conference on 

Alzheimer's and Parkinson's Diseases. Nice, France. 2015年3月18日 ～3月22日 

505. 日本薬学会第135年会、河野鮎美、早川昭光、小島周二、月本光俊、坂本光「ATPシグナリン

グに着目したUVA誘導性酸化ストレス発現機構の解明」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  

506. 日本薬学会第135年会、田中晴菜、河野鮎美、小島周二、月本光俊、坂本光「UVA誘導性ケラ

チノサイト分化異常へのATPシグナリングの関与」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  

507. 日本薬学会第135年会、小島周二、根岸祐介、月本光俊、竹之内敬人、木谷裕、武田健「シリ

カナノ粒子曝露肝クッファー細胞でのATPシグナリングを介したIL-1β産生」兵庫、2015年3

月25日 ～ 3月28日  

508. 日本薬学会第135年会、中西加奈、月本光俊、田沼靖一、小島周二「シシリカナノ粒子曝露樹

状細胞でのATPシグナリングを介したIL-1βおよびIL-18産生」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28

日  

509. 日本薬学会第135年会、佐々木理恵、高井英里奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊「γ線照射

後のがん細胞運動能亢進におけるTRPV1チャネルの関与」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  

510. Natsuko Kubota, Yurika Takano, Masakazu Umezawa, Shinya Yanagita, Ken Takeda. Music 
facilitates brain development? - Research report: Effect of music during pregnancy on maternal 
behavior composed of interaction between mother and pups in rats -. The 33rd Meeting of Japanese 

Society of Health Education of Children (Spring Noda Meeting). Noda, Chiba, Japan. 2015年2月28日 

511. 鈴木悠加、市原 学、及川(多田)佐枝子、村上理彦、出岡 淑、市原佐保子、単球の血管内皮

細胞への接着能に及ぼす酸化チタンナノ粒子の影響、第14回分子予防環境医学研究会、大阪

市立大学医学部 大阪市、2015年2月 

512. HARADA Yohsuke, TOKOYODA Koji, HANAZAWA Asami, KUBO Masato, The 43rd Annual 
Meeting of The Japanese Society for Immunology, Notch signaling promotes Tfh memory cell 
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generation by facilitating migration into survival niche, Kyoto, Kyoto International Conference Center, 

2014年12月10日～ 12月12日 

513. HARADA Yasuyo, TAKEMORI Toshitada, KUBO Masato, The 43rd Annual Meeting of The 
Japanese Society for Immunology, TH2 derived IgE antibody response in germinal center-dependent 

and independent ways. Kyoto, Kyoto International Conference Center, 2014年12月 10日 ～ 12月12

日 

514. OMI Ai, MOTOMURA Yasutaka, KUBO Masato, The 43rd Annual Meeting of The Japanese 
Society for Immunology, E4BP4 (NFIL-3) affects the expression level of IFN-γ in 

Lin-CD127+NKp46- Innate lymphoid cells. Kyoto, Kyoto International Conference Center, 2014年12

月10日 ～ 12月12日 

515. MIYAUCHI Kosuke, SUGIMOTO-ISHIGE Akiko, TAKAHASHI Yoshimasa, HASEGAWA Hideki, 
TAKEMORI Toshitada, KUBO Masato. Influenza A virus (IAV) vaccination effectively induces 
germinal center Independent protective immunity Kyoto, Kyoto International Conference Center, 

2014年12月 10日 ～ 12月12日 

516. （＊２６）吉川洋一郎、入江美代子、萩原伸、福田紗希、武田健、梅澤雅和、胎児期及び思

春期の銀ナノ粒子投与によるマウス雄性生殖器への影響、第17回環境ホルモン学会研究発表

会、東京、2014年12月9日 ～12月10日  

517. 梅澤雅和、武田健、トキシコロジーからナノ規制ガバナンスへの提言‐予防原則の最適化、

第27回日本リスク研究学会年次大会、企画セッションA-2「規制ガバナンスの核心―根拠に基

づく意思決定プロセスの事例と潮流」、京都、2014年11月28日 ～11月29日 

518. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Ken Takeda. Individual wheel running 

activity of laboratory rats using a radio frequency identification technology. Society for Neuroscience, 

44th Annual Meeting. Washington DC (USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

519. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Takayuki Ishiwata, Ken 
Takeda. Monoamine precursor injections influence individual difference of spontaneous physical 

activity in rats. Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting. Washington DC (USA). 2014年11月

15日 ～11月19日 

520. Yurika Takano, Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of 
prenatal music on the emotional behavior and neuronal activity in offspring. Society for Neuroscience, 

44th Annual Meeting. Washington DC (USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

521. Umezawa M, Onoda A, Shimizu R, Okamoto S, Yoshida A, Takeda K. Effect of maternal exposure to 
carbon black nanoparticle on the thymus and spleen of neonatal mouse. PPTOXIV – the 4th 
International Conference on Fetal Programming and Developmental Toxicity, Endocrine Society. 

Boston. 2014年10月28日 ～10月31日 

522. （＊２１）Kawazoe S, Tachibana K, Takeda K, Umezawa M. Effects of prenatal exposure to titanium 

dioxide nanoparticle on DNA methylation and gene expression profile in the brain of mouse. 
PPTOXIV – the 4th International Conference on Fetal Programming and Developmental Toxicity, 

Endocrine Society. Boston. 2014年10月28日 ～10月31日 

523. KUBO Masato, France-Japan Immunology meeting, Role of T follicular helper cells in influenza virus 
protection. October 22 and 23, 2014 Cassis, France 

524. KUBO Masato, DRFG IMMUNOLOGY SEMINAR, Influenza virus vaccination effectively induces 
the protective antibody response independent on germinal centers. Sep.12, 2014 Berlin, German 

525. KUBO Masato, The 2st. International Immunological Memory and Vaccine Forum , Notch regulates 
reciprocal expression of CCR7 versus CXCR5 to control central memory T cell generation. Aug. 
24-25, 2014 La Jolla, San Diego, CA USA 

526. 梅澤雅和、立花研、岡本沙紀、武田健、幼児期マウスの脾臓mRNAならびにmiRNA発現プロ

ファイルに認められる性差の機能的特徴、第87回日本生化学会大会、京都、2014年10月15日 ～
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10月18日 

527. 小番美鈴、立花研、川副翔太郎、上田剛司、新海雄介、梅澤雅和、武田健、二酸化チタンナ

ノ粒子の胎仔期曝露により神経幹細胞に生じる遺伝子発現変動、フォーラム2014 衛生薬学・

環境トキシコロジー、つくば、2014年9月19日 ～9月20日 

528. 中村仁幸、堀寛、田畑真佐子、久保田夏子、武田健、梅澤雅和、カーボンブラックナノ粒子

曝露がN-3系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスに及ぼす影響、フォーラム2014 衛生

薬学・環境トキシコロジー、つくば、2014年9月19日 ～9月20日 

529. 柳田信也，久保田夏子，高野由莉香，松澤智美，石渡貴之，武田健、日常的な運動量の個体

差がモノアミン神経系を介した運動の抗うつ効果に及ぼす影響、第68回日本体力医学会大会、

長崎、2014年9月19日 ～9月21日 

530. 高野由莉香，柳田信也，久保田夏子，松澤智美，武田健、妊娠期の音楽環境が母親および産

仔の行動に及ぼす影響、第37回日本神経科学会大会、神奈川、2014年9月11日 ～9月13日 

531. （＊２９）吉田英美果、小野田淳人、吉川洋一郎、武田健、梅澤雅和、妊娠期カーボンブラ

ックナノ粒子曝露による母体の肺と出生仔脾臓への影響、第21回日本免疫毒性学会学術年会、

徳島、2014年9月11日 ～9月12日 

532. 梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌雄、ディーゼル排ガス微粒子及びナノ材料の次世代健

康影響、日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム「PM2.5とナノ粒子 ―微小粒子

の健康影響とその対策を考える―」、2014年9月6日 

533. 市原学、呉文亭、Radwa Sehsah、Esteban C Gabazza、伊東健、山本雅之、市原佐保子、工業ナ

ノマテリアルの生態影響機序解明のための動物モデル、日本薬学会環境・衛生部会学術年会 

フォーラム2014：衛生薬学・環境トキシコロジー、つくば国際会議場 つくば市、2014年9

月  

534. Sandra Vranic, Sahoko Ichihara, Yasuhito Shimada, Toshio Tanaka, Wenting Wu, Sonja Boland, 

Lang Tran and Gaku Ichihara、Biodistribution and effects of SiO2 NPs in mice and in a transgenic 

model of Zebra fish (Danio rerio)、IUMRS-ICA2014、福岡大学 福岡市、2014年8月 

535. 市原学、Animal models for mechanistic studies on biological effects of manufactured nanomaterials、

The Third Workshop on the Risk Management of Engineered Nanomaterials、NIMS 並木地区

MANA棟大会議室、2014年8月 

536. Radwa Sehsah, Wenting Wu, Sahoko Ichihara, Naozumi Hashimoto, Yoshinori Hasegawa, Ken Ito, 

Masayuki Yamamoto, Emily Kamel, Gaku Ichihara、Involvement of Nrf-2 in zinc oxide 

nanoparticles-induced pulmonary inflammation、第41回日本毒性学会学術年会、2014年7月 

537. Wenting Wu, Gaku Ichihara, Naozumi Hashimoto, Yoshinori Hasegawa, Yasuhiko Hayashi, Masashi 
Kato, Saeko Tada-Oikawa, Yuka Suzuki, Jie Chang1, Corina N. D'Alessandro-Gabazza, Esteban C. 

Gabazza, Sahoko Ichihara、Synergistic effect of exposure to zinc oxide nanoparticle on inflammatory 

response to bleomycin-induced pulmonary fibrosis in mice、第41回日本毒性学会学術年会、神戸コ

ンベンションセンター 神戸市、2014年7月 

538. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. 

Wheel running of rats using radio frequency identification technology. 9th Federation of European 

Neuroscience Society Forum of Neuroscience. Milan(Italy). 2014年7月5日 ～7月9日 

539. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of 
serotonin precursor injections on daily spontaneous activity in physically active rats. 9th Federation of 

European Neuroscience Society Forum of Neuroscience. Milan(Italy). 2014年7月5日 ～7月9日  

540. 須山史也、谷口烈、吉川洋一郎、立花研、武田健、梅澤雅和、高脂肪食を摂取したマウスの

血清中ナノコロイドの解析、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 

541. 中村仁幸、堀寛、二木力夫、武田健、梅澤雅和、n-3系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマ
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ウスに対するナノ粒子曝露の影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7

月4日 

542. 梅澤雅和、菅又昌雄、武田健、微小粒子の次世代影響とヒト健康影響評価への課題、第41回

日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 

543. 梅澤雅和、横田理、森家望、岩田麻里、押尾茂、武田健、胎仔期ディーゼル排ガス曝露が次

世代マウスの行動及び神経伝達物質に及ぼす影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014

年7月2日 ～7月4日 

544. （＊５）小野田淳人、梅澤雅和、井原智美、菅又昌雄、武田健、ナノ粒子の胎仔期曝露が出

生仔の脳血管周辺細胞へ及ぼす影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～

7月4日  

545. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Housing 
conditions influence the positive effects of spontaneous running on brain monoamine levels in rats. 

19th Annual Congress of the European College of Sport Science. Amsterdam (Netherlands) .2014年7

月2日 ～7月5日  

546. 久保允人, 第79回サイトカイン・インターフェロン学会 シンポジウム(1) アレルギー・喘息

とサイトカインシグナル 好塩基球とナチュラルヘルパー細胞によるアレルギー性気道炎症

の制御 2014年6月19－20日 北大医学部講堂 札幌 

547. KUBO Masato, Tsinghua University IMMUNOLOGY SEMINAR, Cytokine regulation of antibody 
responses in influenza virus infection. May 12, 2014, Beijing 

548. KUBO Masato, Shanghai Immuno-Derm Forum 2014, Understanding a role of cytokine signaling in 
homeostatic skin regulation. May 10, 2014, Shanghai 

549. 李英姫、清水孝子、平田幸代、稲垣弘文、新海雄介、梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌

雄、吾妻安良太、山本雅之、川田智之、ディーゼル排ガス曝露のマウスブレオマイシン肺障

害病態への影響 - Nrf2の役割、日本医科大学・東京理科大学 第１回合同シンポジウム、東

京、2014年5月31日 

550. 菅又昌雄、井原智美、菅又美穂、武田健、梅澤雅和、ディーゼル排ガス妊娠期曝露の次世代

中枢神経系への影響－臨床病理学的解析、日本医科大学・東京理科大学 第１回合同シンポ

ジウム、東京、2014年5月31日 

551. 及川（多田）佐枝子、市原学、鈴木悠加、出岡淑、三島隆、市原佐保子、酸化亜鉛ナノ粒子

の血管内皮前駆細胞に対する影響、第84日本衛生学会、岡山コンベンションセンター 岡山

市、2014年5月 

552. 鈴木悠加、市原学、宗才、及川（多田）佐枝子、出岡淑、市原佐保子、単層、二層カーボン

ナノチューブによる動脈硬化症への影響とその作用機序の検討、第84日本衛生学会、岡山コ

ンベンションセンター 岡山市、2014年5月 

553. ブラニッチ サンドラ、市原 佐保子、島田康人、田中利男、呉文亭、ボーランド ソニア、

トラン ラン、市原学、マウスと遺伝子改変ゼブラフィッシュにおけるシリカナノ粒子の生

態分布と影響、第84日本衛生学会、岡山コンベンションセンター 岡山市、2014年5月 

554. セサ ラドワ、呉文亭、市原 佐保子、橋本直純、長谷川好規、伊東健、山本雅之、カメル エ

ミリ、市原学、酸化亜鉛ナノ粒子が誘導する肺炎症におけるNrf2の関与、第84日本衛生学会、

岡山コンベンションセンター 岡山市、2014年5月 

555. 市原佐保子、李衛華、尾村誠一、藤谷雄二、平工雄介、久永直見、丁訓誠、小林隆弘、市原

学、中国酸化チタン粒子取扱工場労働者に対する心肺機能を中心とした調査研究、第87回日

本産業衛生学会、2014年5月 

556. Sandra Vranic, Sahoko Ichihara, Yasuhito Shimada, Toshio Tanaka, Wenting Wu, Sonja Boland, 

LangTran, Gaku Ichihara、Biodistribution and effects of SiO2 NPs in mice and in a transgenic model 
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of Zebra fish (Danio rerio)、NANOTOX 2014, 7th International Nanotoxicology Congress、トルコ、

アンタルヤ2014年4月 

557. El-Said YS, Umezawa M, Shimizu R, Onoda A, Takeda K.Carbon black nanoparticle exposure during 
middle and late fetal development induces immune activation in male offspring mice. The 7th 
International Conference on Nanotoxicology, Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

558. Umezawa M, Ishinabe T, Okamoto S, Shimizu R, Onoda A, Takeda K. Effects of prenatal exposure to 
carbon black and titanium dioxide nanoparticle on thymic and splenic phenotypes of neonatal mouse. 
The 7th International Conference on Nanotoxicology, Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

559. （＊５）Onoda A, Umezawa M, Ihara T, Sugamata M, Takeda K. Effects of maternal exposure to 

carbon black and titanium dioxide nanoparticle on perivascular macrophages and surrounding 
astrocytes in the brain of offspring mouse. The 7th International Conference on Nanotoxicology, 
Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

560. （＊５）小野田淳人、梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌雄、炭素ナノ粒子の胎仔期曝露

が脳血管周囲マクロファージ及びアストロサイトに及ぼす影響、日本薬学会第134年会、熊本、

2014年3月27日～30日 

561. （＊７）立花研、高柳皓平、秋本純芽、上田剛司、新海雄介、梅澤雅和、武田健、ディーゼ

ル排ガス胎仔期曝露により脳に生じるDNAメチル化異常の解析、日本薬学会第134年会、熊本、

2014年3月27日～30日 

562. 伊香裕加、月本光俊、小島周二「神経膠芽腫に対するテモゾロミドの抗がん作用を増強する

薬物の探索」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 

563. 井上麻里奈、月本光俊、小島周二「抗うつ薬パロキセチンの肺がん細胞に対する抗がん作用

の検討」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日  

564. 村松 怜、月本光俊、小島周二「γ 線による表皮細胞からの IL-6 産生におけるプリン受容
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770. 小茂田昌代： 副作用マネジメントで薬剤師の専門性を発揮～乳がん外来の場合～. 第1回日

本医薬品安全性学会学術大会： 2015年7月4～5日、福山（広島） 

771. Tousen Y、Katsumata S、Kasonga A、Deepak V、Coetzee M、Ishimi Y. Selective effects of soy 

phytoestrogens and New Zealand functional foods on bone health. Kruger MC、12th Asian Conference 

of Nutrition 2015, Symposium, Osteoporosis and Lifestyle: Yokohama, 2015.5.14-18 

772. Tousen Y、Kato M、Nishide Y、Ueno T、Uchiyama S、Ishimi Y. Soy isoflavones metabolite, S-equol, 

relieves endothelial dysfunction and bone loss in ovariectomised rats. 12th Asian Conference of 
Nutrition 2015. Yokohama, 2015.5.14-18. 

773. 西野 圭祐, 田沼 靖一, 月本 光俊「悪性黒色腫での放射線惹起DNA 損傷修復におけるP2 受

容体およびTRP チャネルの関与」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

774. 佐々木 理恵, 高井 英里奈, 小島 周二, 田沼 靖一, 月本 光俊「γ 線照射後のがん細胞運動能

亢進におけるTRPV1 チャネルの関与」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

775. 高澤 涼子, 田中 ひかり, 高田 兼市, 松岡 立己, 菊地 恵梨子, 嶋田 奈実,吉森 篤史, 秋本 

和憲, 田沼 靖一「スチルベン骨格化合物によるhuman Glyoxalase I 阻害の解析」 日本薬学

会第135年会 2015年・3月 

776. 久保木 貴広, 田沼 靖一, 月本 光俊「骨髄由来肥満細胞におけるP2X7 受容体を介した炎症

性サイトカイン産生」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

777. 中西 加奈, 月本 光俊, 田沼 靖一, 小島 周二「シリカナノ粒子曝露樹状細胞でのATP シグナ

リングを介した炎症性サイトカインの産生」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

778. 佐藤 聡, 大見 拓也, 山本 朗央, 金 惠淑, 益谷 美都子, 田沼 靖一, 綿矢 有佑「ネクローシ

スとアポトーシスを制御するMicroRNA の探索研究」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

779. 井山 翔太, 田沼 靖一, 月本 光俊「パロキセチンによるP2X7 受容体活性増強作用と炎症増

悪化の可能性」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

780. 新藤 実香, 佐藤 聡, 山本 洋平, 荒井 隆雄, 赤崎 安晴, 市村 幸一, 田沼 靖一

「Temozolomide (TMZ)と有効な併用を可能にするTMZ 耐性神経膠芽腫に対する

6Omethylguanine-DNA methyltransferase (MGMT)阻害剤の創製」 日本薬学会第135年会 2015

年・3月 

781. 柴崎 由梨, 荻野 暢子, 佐藤 聡, 田沼 靖一「NAD+生合成経路を標的とする新規制がん剤開

発のための基礎的研究」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

782. 内海文彰、小路昴一郎、田沼靖一「レスベラトロールによるヒトTP53およびE2F4遺伝子発現

制御 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 
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783. 佐藤 聡、大見 拓也、山本 朗央、金 惠淑、田沼 靖一、綿矢 有佑「ネクローシスとアポト

ーシスの細胞死制御機構の解析」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 

784. 清水 美来、松本 真悠子、高木 基樹、新家 一男、田沼 靖一、並木 秀男、胡桃坂 仁志、大

木 理恵子「癌抑制遺伝子p53活性を増強する新規抗癌剤の創製」 第37回日本分子生物学会

年会 2014年・11月 

785. 柴崎 浩之、西岡 隼哉、衛藤 慎一、高澤 涼子、田沼 靖一「神経細胞のアポトーシスにおけ

るOmi/HtrA2によるGSK-3β限定分解の生理的役割」 第37回日本分子生物学会年会 2014

年・11月 

786. 嶋田 奈実、高澤 涼子、田沼 靖一「がん併用化学療法を指向したGlyoxalase I 阻害剤との併

用剤開発のための新規標的分子の探索」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 

787. Yurika Takano, Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of 
prenatal music on the emotional behavior and neuronal activity in offspring. Society for Neuroscience, 

44th Annual Meeting. Washington DC (USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

788. Takeru Matsumura, Hikaru Nakagawa, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya Yanagita, Hiroshi 
Hasegawa, Takayuki Ishiwata, Influence of light condition to physiological response and 
neurotransmitters, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, Washington DC 
(USA),2014.11.15~19 

789. Hikaru Nakagawa, Takeru Matsumura, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya Yanagita, Hiroshi 
Hasegawa, Takayuki Ishiwata, Effect of heat acclimatization on monoaminergic neurotransmitters in 
the caudate putamen in rat, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, Washington DC 
(USA),2014.11.15~19 

790. Takayuki Ishiwata, Takeru Matsumura, Hikaru Nakagawa, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya 
Yanagita, Hiroshi Hasegawa, Changes in monoaminergic neurotransmitters and physiological 
responses of rats with continuous heat exposure, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, 
Washington DC (USA),2014.11.15~19 

791. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Ken Takeda, Individual wheel running 

activity of laboratory rats using a radio frequency identification technology, Society for Neuroscience, 
44th Annual Meeting, Washington DC (USA),2014.11.15~19 

792. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Takayuki Ishiwata, Ken 
Takeda , Monoamine precursor injections influence individual difference of spontaneous physical 
activity in rats, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, Washington DC 
(USA),2014.11.15~19 

793. 佐々木理恵、高井英里奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊「γ線による肺がん細胞の遊走能亢

進におけるVRPV1チャンネルの関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

794. 稲田将大、片山鈴花、中根裕美、田村渓、高澤涼子、原泰志、安部良、吉森篤史、四ノ宮成

祥、田沼靖一、秋本和憲「ヒト乳癌ALDHhigh細胞に対するMET阻害剤の効果」 第58回日本

薬学会関東支部大会 2014年・10月 

795. 中根裕美、菊地恵梨子、片山鈴花、稲田将大、鈴木悠平、小玉大地、嶋田奈実、原泰志、安

部良、吉森篤史、田沼靖一、高澤涼子、秋本和憲「Basal-like型乳癌細胞株から単離したALDHhigh

細胞に対する新規GlyoxalaseI（GLOI）阻害剤TLSC702の増殖抑制効果」 第58回日本薬学会

関東支部大会 2014年・10月 

796. 井山翔太、小島周二、田沼靖一、月本光俊「パロキセチンによるP2X7受容体活性促進作用」 

第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

797. 宇都宮沙代、小島周二、田沼靖一、月本光俊「神経膠芽腫のγ線細胞応答におけるP2受容体及

びTRPチャンネルの関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

798. 森夏樹、小島周二、田沼靖一、月本光俊「亜致死損傷からの回復（SLD回復）におけるP2Y12

受容体の関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 
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799. 中西加奈、月本光俊、田沼靖一、小島周二「ナノシリカ粒子による樹状細胞からのIL-１β産

生におけるP2X7受容体の関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

800. 久保木貴広、小島周二、田沼靖一、月本光俊「骨髄由来肥満細胞におけるP2X7受容体活性化

の機能解析」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

801. 若澤直人、小島周二、田沼靖一、月本光俊「破骨細胞の分化におけるP2受容体の関与」 第

58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

802. 土岐勇介、小島周二、竹之内敬人、木谷裕、田沼靖一、月本光俊「肝マクロファージ/kupffer

細胞におけるP2X7受容体の機能解析」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

803. 久保田夏子，柳田信也，高野由莉香，武田健, マイクロチップ個体識別法を用いた集団飼育

における自発運動量管理システムの確立, 第68回日本体力医学会大会，長崎，2014.9.19～21 

804. 中川晃，松村健，鈴木航太，二宮千紗，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 深部体温の変動と

認知機能の関係性, 第68回日本体力医学会大会，長崎，2014.9.19～21 

805. 柳田信也，久保田夏子，高野由莉香，松澤智美，石渡貴之，武田健, 日常的な運動量の個体

差がモノアミン神経系を介した運動の抗うつ効果に及ぼす影響, 第68回日本体力医学会大会，

長崎，2014.9.19～21 

806. 松村健，中川晃，鈴木航太，二宮千紗，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 明暗サイクルの変

化が脳内神経伝達物質に及ぼす影響, 第68回日本体力医学会大会，長崎，2014.9.19～21 

807. 石見佳子 ，新しい食品表示制度の概要と課題「食の安全を考える」,日本酪農科学会シンポ

ジウム，東京，2014.9.12 

808. 高野由莉香，柳田信也，久保田夏子，松澤智美，武田健, 妊娠期の音楽環境が母親および産

仔の行動に及ぼす影響, 第37回日本神経科学会大会，神奈川，2014.9.11～13 

809. 柳田信也, 自発運動量の個体差を規定する脳内セロトニンの役割, 第65回日本体育学会大会，

岩手，2014.8.25～28 

810. S.Ichimura, T. Moriguchi, N. Shimizu, A Clarification of Tactical Behavior Using Sequence Analysis 

in Ball Game., Asia-Pacific Conference on Coaching Science, 2014年7月 

811. 西野圭祐、小島周二、田沼靖一、月本光俊「悪性黒色腫での放射性惹起DNA損傷修復におけ

るATP受容体及びTRPチャンネルの関与」 放射線基礎セミナー 2014年・7月 

812. 松村健，中川晃，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 明暗サイクルの変化が抑うつ関連行動と

脳内セロトニン量に及ぼす影響, 第161回日本体力医学会関東地方会，埼玉，2014.7.26 

813. 中川晃，松村健，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, ラットにおける暑熱順化時の脳内モノア

ミン量の変化, 第161回日本体力医学会関東地方会，埼玉，2014.7.26 

814. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda, 

Wheel running of rats using radio frequency identification technology, 9th Federation of European 
Neuroscience Society Forum of Neuroscience,Milan(Italy), 2014.7.5~9 

815. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda, Effects of 
serotonin precursor injections on daily spontaneous activity in physically active rats, 9th Federation of 
European Neuroscience Society Forum of Neuroscience,Milan(Italy), 2014.7.5~9 

816. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda, Housing 
conditions influence the positive effects of spontaneous running on brain monoamine levels in rats, 
19th Annual Congress of the European College of Sport Science, Amsterdam (Netherlands), 
2014.7.2~5 

817. Ishimi Y ，Effects of food ingredients on bone mass in hindlimb-unloaded mice，International 

Symposium on Space Medicine and Nutrition ，Tokushima，2014.7.2 

818. 石見佳子 ，栄養表示と食事摂取基準の関連 「新しい栄養表示・健康表示の課題と展望」，

第68回日本栄養・食糧学会シンポジウム,札幌，2014.6.1 
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819. 石見佳子 ,骨の健康と栄養・運動，第68回日本栄養・食糧学会ランチョンセミナー４, 札

幌,2014.5.31 

820. 小玉 大地，鈴木 悠平，野池 芽衣，中根 裕美，片山 鈴花，稲田 将大，菊地  恵梨子，多森 翔馬，

本村 瞳，嶋田 奈実，吉森 篤，高澤  涼子，安部良，田沼靖一，秋本和憲，「Basal-like型乳がん由来細

胞株から単離したALDHhigh細胞に対するGlyoxalas I (GLO I) 阻害剤の増殖抑制効果」，日本薬学会第134年
会 ，熊本大学黒髪キャンパス他 平成26年3月27日～30日 

821. 高澤涼子，嶋田奈実，安池修之，鍜冶利幸，田沼靖一，「有機ビスマス化合物によるヒト

Glyoxalase I阻害の構造活性相関の検討」，日本薬学会第134年会 熊本大学黒髪キャンパス他, 

平成26年3月27日～30日 

822. 手井祐太，小川夏実，横上菜月，橘晴輝，吉森篤史，藤川誠，高澤涼子，田沼靖一，「in silico

手法を用いた新規HMGB1/RAGE結合阻害剤の創製」，日本薬学会第134年会, 熊本大学黒髪

キャンパス他 平成26年3月27日～30日  

823. 嶋田奈実，藤川誠，吉森篤史，高澤涼子，田沼靖一，「ヒトGlyoxalase I SNPの活性に対する

影響についてのin silico, in vitro解析」，日本薬学会第134年会, 熊本大学黒髪キャンパス他,平

成26年3月27日～30日 

824. Ishimi Y ，Isoflavones/equol and human health ，SFRRI2014 Satellite Symposium, Flavooids from 

palnts to human health ，京都国際会議場, 2014.3.23 

825. 内海文彰，阿部英明，田沼靖一，「PARP1遺伝子ノックダウンによるPARG遺伝子発現の抑制」，

第36回日本分子生物学会年会 平成25年12月3日～5日，神戸ポートアイランド 

826. 西岡隼哉, 衛藤慎一, 藤川誠, 秋本和憲, 高澤涼子, 田沼靖一，「アポトーシスにおけるGSK-3β

限定分解の分子機構の解明」，第86回日本生化学大会 平成25年9月11日～13日，パシフィコ

横浜 

827. 嶋田奈実, 藤川誠, 高澤涼子, 田沼靖一，「ヒトGlyoxalase I のSNPによる活性の差異に関する

検討」，第86回日本生化学大会 平成25年9月11日～13日，パシフィコ横浜 

828. 大山貴央, 高橋哲, 吉森篤史, 藤川誠, 阿部英明, 神谷貴紀, 海老塚重夫, 阿部武彦, 田沼靖一，

「マッシュルームチロシナーゼに対するツヤプリシン類の結合部位のホットスポットアミノ

酸残基の構造学的解析」，第86回日本生化学大会 平成25年9月11日～13日，パシフィコ横浜 

829. 小路昂一郎, 田沼靖一, 内海文彰，「天然の化合物レスベラトロールによるヒトTP53の遺伝子

発現制御メカニズムの解析」，第86回日本生化学大会 平成25年9月11日～13日，パシフィコ

横浜 

830. （＊１３）石見佳子 ，大豆イソフラボン代謝産物の有用性と安全性 ，第11回機能性食品医

用学会シンポジウム ，東京，2013.12.7   

831. Shiro Ichimura and Tetsushi Moriguchi, Proposal on the Analysis of Offense Set-play Using Sequence 
Analysis, 2nd EHF SCIENTIFIC CONFERENCE WOMEN AND HANDBALL: Scientific and 

Practical Approaches, 2013年11月 

832. Tetsushi Moriguchi, Shiro Ichimura, Shuji Tamura, Shintaro Saito, Takahiro Adachi, Issei Ogasawara, 
Yoshikuni Nakata, Kenta Yokote, Michiko Hanaoka, Manabu Todoroki, Mamoru Tanaka, Features of 
Changes of Direction Sprint (CDS) Performance in Elite Japanese Youth Women Handball Players: A 
Comparison of the Correlation Coefficient between CDS and Field Tests, 2nd EHF SCIENTIFIC 

CONFERENCE WOMEN AND HANDBALL: Scientific and Practical Approaches, 2013年11月 

833. Takayuki Ishiwata, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Takeru Matsumura, Hikaru Nakagawa, Shinya 
Yanagita, Hiroshi Hasegawa, Effects of exercise or thermal exposure on monoaminergic 
neurotransmitters in the hypothalamic area, Society for Neuroscience, 43th Annual Meeting, 
San-Diego (USA), 2013.11.8~13 

834. Natsuko Kubota, Yurika Takano,Shinya Yanagita, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda, The effects of 
prenatal music on maternal behavior and offspring behavior, Society for Neuroscience, 43th Annual 
Meeting, San-Diego (USA), 2013.11.8~13 
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835. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Hiroko Ochiai, Yurika Takano, Ken Takeda, Daily spontaneous 
exercise volume affects brain dopamine and serotonin levels in rats, Society for Neuroscience, 43th 
Annual Meeting, San-Diego (USA), 2013.11.8~13 

836. （＊１３）石見佳子 ，女性の健康と大豆 ，更年期と加齢のヘルスケア学会，東京，2013.10.27    

837. 湯澤薫、吉増孝嗣、宮嶋篤志、廣田孝司、小茂田昌代：新規疥癬治療法:イベルメクチン全身

浴法の動物実験的検討－安全性・有効性について－、第23回日本医療薬学会年会、宮城、2013

年9月 

838. 鈴木航太，松村健，中川晃，二宮千紗，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 若齢期の飼育環境

がラットの脳内神経伝達物質に与える影響, 第68回日本体力医学会大会, 東京, 2013.9.21

～23 

839. 松村健，鈴木航太，中川晃，二宮千紗，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 照明環境が脳内神

経伝達物質に及ぼす影響, 第68回日本体力医学会大会, 東京, 2013.9.21～23 

840. Natsuko Kubota, Seiichiro Amemiya, Shinya Yanagita, Ichiro Kita, Activation of amygdala neurons is 
involved in yawning responses induced by emotional stress in rats, Federation of European 
Neuroscience Society Featured Regional Meeting, , Prague (Czech Republic), 2013.9.11~14 

841. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Hiroko Ochiai, Yurika Takano, Ken Takeda,Effects of brain 
monoamine levels on daily spontaneous exercise volume in rats, Federation of European Neuroscience 
Society Featured Regional Meeting, Prague (Czech Republic), 2013.9.11~14 

842. Natsuko Kubota, Seiichiro Amemiya, Shinya Yanagita, Ichiro Kita, Involvements of amygdala on the 
induction of yawning responses by anxiety state in rats, 45th European Brain and Behaviour Society 
Meeting, Munich (Germany), 2013.9.6~9 

843. （＊１１）Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Hiroko Ochiai, Yurika Takano, Ken Takeda, 

Differential regulation between spontaneous wheel running and locomotor activity on brain 
monoamine, levels in rats, 45th European Brain and Behaviour Society Meeting, Munich (Germany), 
2013.9.6~9 
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津子、石井直子、小茂田昌代：重篤副作用の早期回避を目指した臨床薬剤師支援システムの

構築、第3回日本アプライドセラピューティクス学会、東京、2012年4月 

915. 川俣徹、岡治希、清岡智、市村志朗、村山淳、原田哲也：多チャンネル同時計測可能なNIRS

装置を用いたVRカヌー実行時の運動負荷計測システムの構築、第21回ライフサポート学会フ

ロンティア講演会、東京、2012年3月 

916. 伊丹秀作、阿部英明、海老塚重夫、高澤涼子、田沼靖一：エゾウコギ抽出液の増殖・分化に

及ぼす影響、日本薬学会第132年会、札幌、2012年3月 

917. 杉澤馨子、佐々木萌、田沼靖一、内海文彰：ヒトTP53 遺伝子プロモーター領域のレスベラト

ロール応答性エレメントの解析、日本薬学会第132年会、札幌、2012年3月 

918. 石見佳子 第33回コーデックス栄養・特殊用途食品部会報告，日本食物繊維学会産学協議会 ，

東京, 2012.3.16 

919. 中山昌喜、松尾洋孝、及川雄二、高田雄三、中島宏、中村好宏、井上寛規、浜島信之、田沼

靖一、四ノ宮成祥：痛風病因遺伝子ABCG2の変異と血清尿酸値との関連、第22回日本疫学会

学術総会、東京、2012年1月 

920. 石見佳子：日本の栄養表示関連法規および実施状況と管理方法，日中健康栄養交流会議2012

－国際栄養表示関連法規フォーラム－，北京，2012 
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921. 杉山奈津子、斎藤光江、大場真佐子、宮下有紀、奥出有香子、富山聡子、倉田麻美、伊藤真

由子、平 郁、徳田恵美、高橋由佳、清水秀穂、小坂泰二郎、安部郁子、瀬沼幸司、中井克也、

三浦佳代、三浦弘善、霞富士雄、小茂田昌代：乳腺センター外来におけるチーム医療実践に

向けての薬剤師の試み、第8回日本乳癌学会関東地方会、埼玉、2011年12月 

922. Uchiumi F., Kuwahara T., Tanuma S. Responses of the human shlterin-encoding gene promoters to 

various compounds. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

923. 松本真悠子、並木秀男、田沼靖一、大木恵理子：p53制御因子Mdm2,Mdmxを標的とした新規

抗がん剤候補の創製、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

924. Niwa K., Uchiumi F., Tanuma S. Characterization of 5’-upstream regions of the human genes having 

duplicated GGAA-motifs. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

925. Fukui M., Tokimoto K., Uchiumi F., Tanuma S. Characterization of the mouse Pparg,Ppargc1a and 

Tert promoter regions and analysis of their activity during differentiation of 3T3-L1 cells. 第34回日

本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

926. Obata M., Sugisawa K, Uchiumi F, Tanuma S. Effect of caloric restriction mimetic drugs on the 

human TP53 gene and its protein product p53. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

927. 藤井拓、橘晴輝、横上菜月、石嶋麗、藤健佑、手井祐太、高澤涼子、田沼靖一：LPS刺激に

よるHMGB1放出へのポリ(ADP-リボシル)化の関与、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011

年12月 

928. 木下裕太朗、衛藤慎一、西岡隼哉、佐伯和徳、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：神経細胞死

におけるOmi/HtrA2によるGSK-3β活性制御機構の解析、第34回日本分子生物学会年会、横浜、

2011年12月 

929. 佐藤祐樹、武藤峻、佐伯和徳、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：In silico分子設計手法を用い

た新規NS3 helicase阻害剤の創製、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

930. 橘晴輝、藤井拓、横上菜月、石嶋麗、手井祐太、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：In silico手

法を用いたHMGB1/RAGE相互作用部位の同定、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011

年12月 

931. Shinomiya N., Tanuma S. How do we tackle emerging risks posed by recent development of 
bio-technology. 7th Review Conference, side event "Dual-use issues and the role of life scientists", 
Geneva, Switzerland, December, 2011 

932. Shinya Yanagita, Hiroko Ochiai, Jiro Kanemaru, Ken Takeda, Prenatal exposure to diesel exhaust 
affects brain development in the motor cortex of neonatal rats, Society for Neuroscience, 41th Annual 
Meeting, Washington DC (USA), 2011.11 

933. Yanagita S., Ochiai H., Kanemaru J., Takeda K. Prenatal exposure to diesel exhaust affects brain 
development in the motor cortex of neonatal rats. Society for Neuroscience, 41th Annual Meeting, 
Washington DC, USA, November, 2011 

934. Ichimura S., Moriguchi T. Quantification of Shooting Play Position and Shooting Course from 
Pictorial Handball Match Statistics Report. EHF Scientific Conference 2011 Science and Analytical 
Expertise in Handball, Vienna, Republic of Austria, November, 2011 

935. 池谷有紀子、森田茜、栗田知沙、石井直子、杉山奈津子、中村達也、大澄朋香、小茂田昌代：

ハイリスク薬取り間違い発見ツールの有効性と課題―ツール導入トライアル結果の質的評価

を中心に―、医療の質安全学会、東京、2011年11月 

936. 篠原紘子、矢島直樹、斎藤隼、水田貴大、天津怜、吉田早希、小茂田昌代：日本と海外の薬

学部教育の比較～社会のニーズに応えられる薬剤師になるために～、ちば薬剤師フォーラム、

千葉、2011年11月 

937. Tsukamoto M., Abe J., Okada M., Ohwada H., Ariyasu S., Abe R., Takasawa R., Tanuma S., Aoki S. 
In Silico Screening and Synthesis of Anti-Cancer Agents for Inducing of Cancer Cell Selective 
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Apoptosis. AIMEC11(8th AFMC International Medicinal Chemistry Symposium), Tokyo, Japan, 
November, 2011 

938. 田沼靖一：タンパク質相互作用を標的としたin silico創薬手法の実践、第39回構造活性相関シ

ンポジウム、千葉、2011年11月 

939. 赤熊秀介、小原修平、小藤あずさ、青野史、小茂田昌代：pHに着目した瘻孔周囲炎症治療剤

重曹シュガー軟膏の基礎的検討、第55回日本薬学会関東支部大会、千葉、2011年10月 

940. 酒巻智美、金永進、大谷真理子、小茂田昌代：ストロメクトール錠の有効性に影響を与える

要因に関する研究―経鼻チューブの材質や太さが投与量に与える影響について―、第55回日

本薬学会関東支部大会、千葉、2011年10月 

941. 松田慶祐、山本陽介、赤木圭太、湯澤薫、宮嶋篤志、廣田孝司、小茂田昌代：イベルメクチ

ンの血漿中濃度推移に及ぼす高脂肪食摂取の影響、第55回日本薬学会関東支部大会、千葉、

2011年10月 

942. 石見佳子：健康づくりと食の選択、ILSI Japan 第5回「栄養とエイジング」国際会議 ，東京、

2011年10月 

943. 柳田信也、梅澤雅和、金丸次郎、落合紘子、武田健：自発および強制運動時の視床下部にお

ける遺伝子発現変動の網羅的解析、第66回日本体力医学会大会、山口、2011年9月 

944. 落合紘子、柳田信也、金丸次郎、武田健：ディーゼル排ガスの胎仔期曝露が発達期の大脳皮

質細胞数変化に及ぼす影響、第34回日本神経科学大会、神奈川、2011年9月 

945. 田沼靖一、太田諒、加藤侑香、神岡真理子、阿部英明、高澤涼子：ポリ(ADP-リボース)グリ

コヒドロラーゼ阻害剤のin silico探索と細胞への影響、第84回日本生化学会大会、京都、2011

年9月 

946. 東泉裕子、上原万里子、石見佳子：閉経後女性におけるイソフラボン代謝産物の産生能に及

ぼすフラクトオリゴ糖の影響－パイロットスタディー－ 第58回日本栄養改善学会、広島、

2011年9月 

947. 津田治敏、松本輝樹、石見佳子：食品中のビタミン測定における微生物定量法の改良、日本

食品科学工学会 第58回大会、仙台、2011年9月 

948. Yanaka K., Higuchi M., Ishimi Y. Effects of voluntary exercise and energy restriction on bone mineral 
density in female rat model. American Sciety for Bone and Mineral Reserch 2011 Annual Meeting, 
San Diego, USA, Septmeber 2011 

949. 柳田信也、梅澤雅和、武田健：マイクロアレイ－MeSH法を用いた自発および強制運動時の視

床下部遺伝子発現変動の比較、第19回日本運動生理学会大会、徳島、2011年8月 

950. 四ノ宮成祥、吉森篤史、高橋哲、中山昌喜、松尾洋孝、守本祐司、佐伯和徳、高澤涼子、田

沼靖一：Metチロシナーゼを標的とした低分子抗腫瘍薬開発の試み、第29回日本ヒト細胞学会

学術集会、富山、2011年8月 

951. Ishimi Y ，Osteoporosis and Nutrition; Soybean isoflavone and bone health，Lunch Symposium, XI 

Asian Congress of Nutrition，Singapore, 2011.7.14 

952. （＊１１）Yanagita S., Kanemaru J., Ochiai H., Umezawa M., Takeda K. Short term treadmill 

running enhances brain plasticity. 16th Annual Congress of European College of Sport Science 
(ECSS), Liverpool, UK. July, 2011 

953. Ichimura S., Moriguchi T., Quantitative analysis of offense transition in handball games. 16th Annual 
Congress of the European College of Sport Science, Liverpool, UK, July, 2011 

954. Tousen Y., Fujii Y., Ueno T., Uchiyama S., Nishimuta M., Yamada K., Ishimi Y. Equol Inhibited 
Bone Loss without Unfavorable Effects in Osteoporotic Mice and Postmenopausal Japanese Women. 
XI Asian Congress of Nutrition 2011, Singapore, July, 2011 

955. 山内淳、白鳥明日香、石見佳子：β-カロテン開裂酵素BCMO1のレチノイン酸による遺伝子発

現制御機構の解析、日本ビタミン学会第63回大会、広島、2011年6月 
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956. 鈴木佳織、佐々木菜穂、石見佳子、梅垣敬三：飲料ならびに健康食品に含まれる茶カテキン

類の分析法について-電気化学検出-HPLC法とUV検出-HPLC法の比較、第65回日本栄養・食糧

学会大会、東京、2011年5月 

957. 笠岡（坪山）宜代、中西朋子、佐藤陽子、瀧沢あす香、石見佳子、梅垣敬三、芝池伸彰：ダ

イエタリーサプリメントおよびいわゆる健康食品等に関連したリスク情報の諸外国での発信

状況に関する研究、第65回日本栄養食糧学会、東京、2011年5月 

958. （＊１３）君羅好史、勝間田真一、太田篤胤、石見佳子、鈴木和春、上原万里子：フラクト

オリゴ糖併用摂取による骨粗鬆症モデルマウスの骨量減少に対する大豆イソフラボン投与量

低減の可能性、第65回日本栄養・食糧学会、東京、2011年5月 

959. （＊１３）上野友美、小野田敦子、阿比留康弘、内山成人、石見佳子：日本人におけるエク

オールの24時間尿排泄量を指標とした生理的範囲に関する調査研究、第65回日本栄養・食糧

学会、東京、2011年5月 

960. 西出依子、東泉裕子、宮浦千里、石見佳子：大豆食品中に含まれる機能性成分の脂肪細胞分

化に対する影響、第65回 日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 

961. （＊１３）東泉裕子、安部文子、石田達也、上原万里子、石見佳子：ダイゼインとレジスタ

ントスターチの併用摂取が骨粗鬆症モデルマウスのエクオール産生能および骨量減少に及ぼ

す影響、第65回 日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 

962. 竹林純、沖智之、松本輝樹、坪田（宇津木）恵、卓興鋼、渡辺純、後藤一寿、陳健斌、佐藤

麻紀、石見佳子：一般的な野菜・果物及び市販飲料の H-ORAC 値及びそれらからの親水性

抗酸化物質一日摂取量の推算、第65回日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 

963. 松本輝樹、鈴木春奈、谷中かおる、石見佳子：室間共同試験による食品中ビタミンB12測定法

の分析精度について、日本食品化学学会 第17回総会・学術大会、東京、2011年5月 

 

環境要因解析グループ 

(野島、浜田、矢島) 

964. 井上領、森岡優介、塩谷正俊、矢島博文、野口剛、自転公転ミキサーを用いたフッ素ゴム/ナ

ノフィラー複合材料の作製と物性評価」、平成27年度繊維学会年次大会、タワーホール船堀

（東京）、2015年6月11日． 

965. 野島雅、木内健太、鈴木将人、三木裕介、三浦和彦、二次イオン質量分析法を用いた黄砂の

同位体分析、第31回エアロゾル科学・技術研究討論会、筑波大学 南地区 大学会館 2014

年 8月 7日 

966. 穴井 勇希、堀田 昌直、足立 達哉、野島雅、新しい原理を用いた質量分析器におけるイオン

軌道シミュレーションとその評価、日本分析化学会第63年会、広島大学東広島キャンパス 

2014年9月17日～9月19日 

967. 鈴木将人、穴井勇希、野島雅、堀田昌直、足立達哉、新しい原理を用いた回転電場質量分析

器の開発とその評価、2014年度実用表面分析講演会PSA-14、御殿場高原 時之栖 Hotel Brush 

Up 2014年10月27日 

968. Masashi Nojima (Invited)A New Principle Mass Analyzer for Organic Materials, BIT's 4th Annual 

World Congress of Nano Science & Technology-2014,Qingdao, China 2014年10月29日～10月31日 

969. Tsuchiya K., Nagaoka T., Takahashi Y., Yajima H. Effect of the Structural Quality of Carbon 
Nanotubes on the Antidegradation and Electrical Conductivity of Carbon Nanotubes/Rubber 
Composites, NT13: The Fourteenth International Conference on the Science and Application of 
Nanotubes. Espoo, Finland, June, 2013 

970. 海老原峻義、野島雅、近藤剛史、湯浅真：PEFCカソード触媒/固体電解質界面のDynamic-SIMS

解析、2012年材料技術研究協会討論会、千葉、2012年12月 
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971. 赤川典子、土屋好司、沖津翔太、矢島博文：アゾベンゼン誘導体を用いたリオトロピック液

晶の光形成制御、日本油化学会フレッシュマンサミットTOKYO 2012、東京、 2012年11月 

972. 坂東加奈子、青景知弘、土屋好司、陳秀琴、元島栖二、矢島博文：キトサン/カーボンマイク

ロコイル複合膜の創製と新規骨再生材料への応用、日本バイオマテリアル学会シンポジウム

2012、仙台、2012年11月 

973. 嵯峨しおり、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン-PEG グラフトおよびブロック共

重合体/ヨウ素複合体の物理化学的特性およびそれらの生理活性、日本バイオマテリアル学会

シンポジウム2012、仙台、2012年11月 

974. 中田圭美、田中祐太朗、坂上晋太郎、坂東加奈子、高味充日児、川東正幸、土屋好司、矢島

博文：竹材堆肥物由来のフルボ酸様物質を用いた骨再生材料の創製、日本バイオマテリアル

学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 

975. 沖津翔太、土屋好司、油井研一、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：葉酸標識標的指向性液晶

ナノ粒子の調製とその薬物キャリヤーとしての機能性評価、日本バイオマテリアル学会シン

ポジウム2012、仙台、2012年11月 

976. 齋藤宏紀、土屋好司、矢島博文：環境応答性PNIPAAm－キトサンブロック共重合体の合成と

その物理化学的特性、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 

977. 石井萌、横山舞、土屋好司、矢島博文：カードラン-水溶性高分子共重合体の合成とその物理

化学的特性、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 

978. 田中智子、越後優、土屋好司、矢島博文：スピロベンゾピラン導入光応答性高分子ミセルの

薬物キャリアへの応用、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 

979. 横山舞、石井萌、齋藤宏紀、土屋好司、稲津敏行、矢島博文：水分散性カードラン・親水性

高分子共重合体の合成とその物理化学的特性、第21回ポリマー材料フォーラム、福岡、2012

年11月 

980. 坂東加奈子、青景知弘、土屋好司、陳秀琴、元島栖二、矢島博文：キトサン/カーボンマイク

ロコイル複合膜の調製とその新規骨再生材料への応用、第21回ポリマー材料フォーラム、福

岡、2012年11月 

981. Nojima M. Shave-off Profiling for Visualization Technique of Nano-devices (invited). 3rd Annual 
World Congress of NanoMedicine, China, November, 2012 

982. Nojima M. Shave-off Depth Profiling for Evaluation Technique of Nano Fabrication Process (invited). 
2nd Annual Nano-S&T 2012, China, October, 2012 

983. Ebihara T., Nojima M., Kondo T., Yuasa M. Dynamic SIMS Analysis of PEMFC Catalyst 
Layer/Solid Electrolyte Membrane Interface. Pacific Rim Meeting on Electrochemical and Solid-State 
Science (PRiME 2012), Hawaii, October, 2012 

984. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Matsuura T., Ohkawa K., Sakai H., Abe M., Yajima H. 

Preparation of Nanobubbles with High Dispersion Stability in Blood Serum. World Congress on Oleo 
Science and 29th ISF congress (WCOS2012), Nagasaki, Japan, September, 2012 

985. 今井薫、土屋好司、矢島博文：ナノバブルを鋳型とした中空ナノカプセルの調製、第61回高

分子討論会、名古屋、 2012年9月 

986. 井口梓、土屋好司、矢島博文：ジュランガム・キトサン複合体の調製とその物理化学的特性、

第61回高分子討論会、名古屋、2012年9月 

987. 加藤晴久、土屋好司、白川真由美、矢島博文：キシログルカン-ヨウ素錯体の物理化学的特性

に及ぼす側鎖構造の影響、第61回高分子討論会、名古屋、 2012年9月 

988. 小宮直人、 石井萌、横山舞、土屋好司、矢島博文：カードラン誘導体とヨウ素の錯体形成お

よびその物理化学的特性、第15回 ヨウ素学会シンポジウム、千葉、2012年9月 

989. 深堀理子、嵯峨しおり、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン‐PEGグラフト及びブ
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ロック共重合体/ヨウ素複合体の調製及びその物理化学的特性、第15回 ヨウ素学会シンポジ

ウム、千葉、2012年9月 

990. Hamada N. Thermoelectric Power and Optical Absorption. International Workshop on 
Nano-Spintronics and JSPS Core-to-Core Program Kick-Off Meeting, Osaka, Japan, June, 2012 

991. 加藤晴久、土屋好司、白川真由美、矢島博文：キシログルカン/ヨウ素錯体の物理化学的特性

に及ぼす側鎖効果とその生理活性評価、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 

992. 坂上晋太郎、稲葉彩、田中祐太朗、中田圭美、土屋好司、川東正幸、矢島博文：腐植物質を

利用した有害化学物質の光分解による環境浄化、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5

月 

993. 田中智子、斎藤麻美、島田亨平、土屋好司、矢島博文：葉酸標識PAMAM デンドリマー/PEG 

化リポソーム複合化粒子の調製と薬物キャリアへの応用、第61回高分子学会年次大会、横浜、

2012年5月 

994. 中田圭美、田中祐太朗、坂上晋太郎、高味充日児、川東正幸、土屋好司、矢島博文：竹材堆

肥物より抽出した腐植様物質の物理化学的特性、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5

月 

995. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製およ

び生体適合性、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 

996. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Matsuura T., Ohkawa K., Sakai H., Abe M., Yajima H. 

Preparation of Nanobubbles with High Dispersion Stability Using Mixture of Cycloamylose Laurate 
and PEGylated Phospholipids for Ultrasound Contrast Agents. International Association of Colloid 
and Interface Scientists, Conference (IACIS2012), Sendai, Japan, May, 2012 

997. Nojima M. Isotope analysis of aerosol using secondary ion mass spectrometry. 14th the International 
Symposium on SIMS and Related Techniques Based on Ion-Solid Interactions, Tokyo, Japan, May, 
2012 

998. Nojima M. Isotope analysis of aerosol using secondary ion mass spectrometry (Invited). International 
symposium on aerosol studies explored by electron microscopy, Tsukuba, Japan, February, 2012 

999. 青景知弘、高橋克宗、住近理沙、玉城沙弥香、土屋好司、矢島博文：タンパク質/骨類似アパ

タイトによる高分子表面の高機能化と骨再生材料への応用、第33回日本バイオマテリアル学

会大会、京都、 2011年11月 

1000. 島田亨平、溝口啓太、土屋好司、矢島博文：葉酸修飾PAMAM デンドロン/リポソーム複

合化粒子の薬物キャリアとしての機能性評価、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、

2011年11月 

1001. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製

及び生体適合性、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 

1002. 井口梓、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン/ジェランガム複合体微粒子の調製

及びその特性評価、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 

1003. 越後優、内田勝美、土屋好司、矢島博文：スピロベンゾピランを用いた光応答性高分子

ミセルの形態変化、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 

1004. 梶陽介、内田勝美、土屋好司、矢島博文：温度応答性修飾フラーレン誘導体の溶液物性

および生理活性評価、第60回高分子討論会、岡山、2011年9月 

1005. 安達聡一郎、土屋好司、矢島博文：フェロセン含有電気化学応答性両親媒性高分子の合

成と水溶液中での物性評価、第60回高分子討論会、岡山、2011年9月 

1006. 青景知弘、高橋克宗、住近理紗、玉城沙弥香、土屋好司、矢島博文：タンパク質/骨類似

アパタイトによる高分子ファイバー表面の高機能化と骨再生材料への応用、第60回高分子討

論会、 岡山、2011年9月 
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1007. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製

及びその界面特性、第63回コロイドおよび界面化学討論会、京都、 2011年9月 

1008. 海老原峻義、宮本亜也加、池尻貴宏、野島雅、近藤剛史、湯浅真：PEFCカソード触媒の

D-SIMS解析、2011年電気化学秋季大会、2011年9月 

1009. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Konno T., Itani K., Ito T., Matsuura T., Ohkawa 

K., Sakai H., Abe M., Yajima H. Nanobubble Preparation of Mixed Cycloamylose-Modified 
Surfactants and PEGylated Phospholipids for Ultrasound Contrast Agents. 85th ACS Colloid and 
Surface Science Symposium, Montoreal, Canada, June, 2011  

1010. 田中俊行、土屋好司、矢島博文、鈴木嘉昭：イオンビーム照射による生体吸収性高分子

ファイバーの表面改質、第60回高分子学会年次大会 、大阪、 2011年5月 

1011. 青景知弘、高橋克宗、住近理紗、土屋好司、矢島博文：骨再生医工学における生体模倣

キチンファイバーを用いた三次元骨再生材料の創製とその特性、第60回高分子学会年次大会、

大阪、2011年5月 
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その他の研究成果ならびに公開状況 
 
 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

 

日本幼少児健康教育学会第 30 回記念大会［春季：野田大会］の共催（2012 年 2 月

18 日～19 日） 

日本幼少児健康教育学会第 30 回記念大会の共催を務めた。本大会の大会会長および大会組

織委員長は、本プロジェクトのメンバーでもある丸山克俊（同学会副会長）ならびに清岡智

（同学会常任理事）がそれぞれ務めた。また、本プロジェクトの市村志朗ならびに柳田信也

が大会組織副委員長を務めた。本プロジェクト研究代表者の武田健は大会顧問として協力し、

同大会中にも講演を行った。 

大会では「次世代健康科学・健康教育を考える」のメインテーマの下に、特別企画①「学

校体育プログラム日韓比較考」および特別企画②「次世代健康科学・健康教育を考える」が

開かれたほか、幼少児の健康に関わる教育研究・実践研究の多種多様な報告が集まった。特

別企画②では、本プロジェクトの立花研ならびに梅澤雅和が講演を行った。この特別企画は

市民に一般開放し、当センターの研究ならびに関連する幼少児健康に関わる研究の普及・広

報をする役割も果たすことができた。 

 

日本毒性学会でのシンポジウム企画（2014 年 7 月 2 日） 

日本毒性学会学術年会にて、当センターの梅澤が他大学の若手研究者と共に、シンポジウ

ム「次世代が切り開く胎生期、発達期毒性研究」を開催した。環境と次世代の健康をトピッ

クスに掲げ、実験・疫学・臨床の分野横断的な議論を実現した。 

 

公開セミナー開催（2014 年 7 月 10 日） 

センターの公開セミナー「環境と次世代健康科学」を野田キャンパス総合研究棟にて開催

した。首都圏から遠くは長野県から参加者が集まり、総研機構・所属研究センターの紹介、

研究内容の紹介、関連分野の先生方の講演とそれに続く意見・情報交換を行った。参加者の

関心は高く、セミナーを予定の 2 時間を超える 2 時間半余りにわたり行い、本学の研究内容

の紹介や学内外でのニーズ・情報共有を促した。 

 

日本学術会議シンポジウム「PM2.5 とナノ粒子 ―微小粒子の健康影響とその対策

を考える―」を開催（2014 年 9 月 6 日） 

 ①大気中に浮遊する微粒子・ナノ粒子や産業で汎用されるナノマテリアルのリスク評価を

目指した我が国の研究報告を示すこと、その上で、②今後のリスク管理の方法を我が国から

世界に示していくための議論を展開し、その課題と展望を探ることを目的として、標題のシ

ンポジウムを日本学術会議講堂（東京都港区）にて開催した。約 170 名の参加者には 13 名の

メディア関係者も含まれ（学術会議シンポジウムとして最大級）、この問題の注目度の高さが

改めて認識された。当センターの梅澤もコーディネーターを務めたパネルディスカッション

で、様々な立場の参加者の質疑応答を交えた討論を実現した。 
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関連研究の最新動向の学会誌への寄稿 

2011 年 8 月 9 日～12 日に、米国マサチューセッツ州ボストンにおいて開催された第 5 回ナ

ノテクノロジー国際シンポジウム“Occupational and Environmental Health”に、本プロジェクト

から武田健ならびに梅澤雅和が参加し、研究発表を行った。この学会で行われた議論を、梅

澤雅和が国内の研究機関の研究者と共著で、日本エアロゾル学会誌『エアロゾル研究』（26

巻 4 号 pp.374-376）上に報告した。 

2012 年 5 月 14 日～16 日には、フランス・パリにおいて開催された国際毒性学会（SOT）

の会議 PPTOXIII（The 3rd International Conference on Fetal Programming and Developmental 

Toxicity）に、本プロジェクトから梅澤雅和ならびに大学院生の清水隆平が参加し、研究発表

を行った。この学会で行われた議論を、参加した両名が日本免疫毒性学会ニュースレター上

に報告した（17 巻 1 号 pp.12-13）。なお、清水氏はこの学会での研究発表で Student Award を

受賞した。 

 

研究成果のインターネットでの公開状況 

本プロジェクトから発表した顕著な研究成果ならびに活動状況は、本プロジェクトの運営

主体である戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター（東京理科大学 研究推進機構 総合

研究院）のウェブページ上に公開した。 URL: http://www.rs.tus.ac.jp/env-health/index.html 

 

国際シンポジウム－日本幼少児健康教育学会第 33 回大会［春季：野田大会］の共

催（2015 年 2 月 28 日～3月 1日） 

当センターメンバーから大会長：丸山克俊、組織委員長：清岡智、事務局長：柳田信也、

組織副委員長：市村志朗、国際シンポジウム担当：梅澤雅和の下、標記学会大会を共催した。

国際シンポジウム「次世代のための環境・健康研究」「幼少児の疾病と健康教育の諸課題－日

韓 比 較 考 － 」 を 、 公 開 企 画 と し て 開 催 し た 。

http://www.rs.tus.ac.jp/env-health/meeting/150228-0301_children.html 

国際シンポジウムでは、次代を担う幼少児の健康・成長・教育環境を向上させるための最

先端の活躍・研究・実践をしている研究・教育者を招待した。新しい技術や社会を将来に持

続可能な形で設計・発展させるための新たな環境研究・環境教育の萌芽が得られた。 

 
 

その他の研究成果等 

 
武田健ならびに梅澤雅和らが中心となり、電機会社との共同研究を進め、ナノ粒子や類似

活性種を放出し得る消費者製品の健康リスク評価ならびに有効性の検証を実施した。梅澤雅

和らが中心となり、エジプト Damanhour 大学獣医学部と予防医学を指向した医薬工連携型の

共同研究を展開しているほか、ナノ粒子の健康影響解析に重要な吸入曝露実験をデンマーク

の National Research Centre for the Working Environment との共同研究で実施・継続中である。

その結果、疾病発症に対する環境要因（ナノ粒子の景気同曝露）の寄与のメカニズム、病理・

分子的基盤について本研究プロジェクトから明らかになった主要なものが吸入曝露実験系で

再現され、現在は治療法に限界のある慢性疾患に対する新しい治療標的・予防戦略が明らか

になると期待される。 
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＜「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応＞ 

 

「選定時」に付された留意事項 

「個々の研究者の具体的な目標を示されたい。」 

 

「選定時」に付された留意事項への対応 

全体の目標、グループ内の目標の中に個々の研究者の課題と役割を決定し、研究を推進し

ている。各々の課題の中に目標も設定しているが、十分に記載できていなかった。そのため、

今回中間報告書の項目 10 「研究プロジェクトに参加する主な研究者」のプロジェクトの研

究課題の欄に個々の研究者の目標を簡潔に記載させて戴いた。 

本プロジェクト発足時に、改めてプロジェクト全体の５年間の目標を研究代表者から説明

し、その上で個々の研究者が目標を設定している。その後、毎年、個々の研究者の目標に対

する成果発表と達成度の評価を、それぞれの課題の研究結果の要旨、業績（文献、学会発表

等）として集め、年表としてまとめている。また、定期的に研究発表会を開催し、パワーポ

イントを使用してその成果を発表するとともに討論を実施し、その時点までに得られた結果

とプロジェクト全体の目標や個々の研究者の目標について議論をしている。 

その結果、本中間報告書進捗状況・研究等に記載したように、プロジェクト内で研究者が

相互に連携した研究成果を挙げた。 

 
 

「中間評価時」に付された留意事項 

該当なし。 

 

「中間評価時」に付された留意事項への対応 

該当なし。 
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巻末 1 

2014 年 9 月 6 日開催 日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム ポスター 

 

 

 

 
  



100 
 

巻末 2 

2014 年 9 月 6 日開催 日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム  

要旨集より「プログラム開催趣旨」 
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巻末 3 

2014 年 9 月 6 日開催 日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム 要旨集 

pp.5-6 梅澤・武田・井原・菅又「ディーゼル排ガス微粒子及びナノ材料の次世代健康影響」 
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（続） 梅澤・武田・井原・菅又「ディーゼル排ガス微粒子及びナノ材料の次世代健康影響」 
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巻末 4 

2014 年 9 月 6 日開催 日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム  

要旨集 p.15 梅澤・上田「PM2.5 とナノ粒子の健康影響と対策を考える」 
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巻末 5 

東京理科大学 研究推進機構 総合研究院パンフレットでのセンター紹介 
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巻末 6 

戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター パンフレット 

 

（p.1） 
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（p.2） 
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（p.3） 

 
 



108 
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あとがき 
 

 

 本プロジェクトを運営した戦略的環境次世代健康科学研究基盤センターは、

この度 5 年間の活動を無事終え、その研究成果を本報告書としてまとめること

ができました。研究を推進していただいた班員、また、センターの活動をささ

えていただいたすべての皆様に感謝申し上げます。 

 

 本センターは東京理科大学 研究推進機構 総合研究院の一員として、理工系

総合大学の強みを活かし、新しい複合領域の研究を開拓・発展させることがで

きたと自負しています。機構長・院長をはじめ、機構を構成する他のセンター

や研究部門の先生方から、研究上の有益なご指導やアドバイスを賜りました。

研究推進課（野田）、研究戦略・産学官連携課、また、新しく発足した研究戦

略・産学連携センターの URA（コーディネーター）の皆様から様々なサポー

トを受けました。紙面を借りて心より感謝申し上げます。 

 

 本センターの研究を中心になって牽引し、本報告書をまとめ上げた梅澤雅和

博士、センター秘書として運営の要となって活躍していただいた神田由佳さん

に深謝申し上げます。 

 

 最後になりましたが、財政的な援助をいただきました文部科学省及び東京理

科大学に厚く御礼申し上げます。 

 

  武田 健 

 


